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論文（査読付き）
度量衡から見る植民地期ベトナムの社会経済構造と
フランス植民地統治
－度量衡関連法整備からの一考察－
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1       東京女子大学現代教養学部 / 日本女子大学人間社会学部非常勤講師
　      財団法人アジア学生文化協会　Dila 国際語学アカデミー非常勤講師
　 本 稿 の 課 題 は、 植 民 地 期 ベ ト ナ ム の 度 量 衡 関 連 法 を 主 な 対 象 と し、 ① 度 ・
量 ・ 衡 （長 さ、 容 積、 重 さ） の 単 位 そ れ ぞ れ の、 統 一 が 目 指 さ れ た 時 期、 経
過、 目 的 を 明 ら か に す る こ と、 そ の 上 で、 ② 社 会 ・ 経 済 構 造、 ③ フ ラ ン ス の
対 イ ン ド シ ナ 植 民 地 政 策、の 2 点 に つ い て も 度 量 衡 の 視 点 か ら 捉 え 直 す こ と、
で あ る。
　 本 稿 の 分 析 を 通 じ て 得 ら れ た 主 要 な 結 果 は 以 下 の 通 り で あ る。
　 第 1 に 直 轄 領 と 保 護 国 で は、度 量 衡 関 連 法 の 内 容 も 公 布 の 時 期 も 大 き く 異
な っ て い た こ と が 挙 げ ら れ る。 も っ と も 早 期 に 着 手 さ れ た の は、 土 地 の 測 量
に か か わ る 単 位 で あ っ た。
　 第 2 に、 度 量 衡 関 連 法 は イ ン ド シ ナ 統 治 に お い て 代 表 的 と さ れ る 3 人 の
総 督 と 関 係 し て 行 わ れ て い た。 そ れ だ け 度 量 衡 問 題 は 政 策 上 重 要 な 案 件 で
あ っ た と い え る。
　 植 民 地 期 を 通 じ て 度 量 衡 の 統 一 は 果 た せ な か っ た。 そ こ に は、 本 国 に と っ
て 必 要 な と こ ろ で メ ー ト ル 法 が 用 い ら れ て い れ ば よ か っ た と い う、 市 場 と し
て の 植 民 地 の 側 面 を 重 視 し た 政 策 が 見 ら れ た。 そ の 一 方 で、 植 民 地 期 後 期 に
至 っ て も 度 量 衡 統 一 へ の 模 索 は 続 け ら れ て い た こ と も 事 実 で あ る。 協 同 主 義
が 志 向 さ れ る 中 で、 文 明 化 の イ デ オ ロ ギ ー を 最 後 ま で お ろ す こ と が で き な
か っ た フ ラ ン ス 植 民 地 統 治 の 一 面 も 垣 間 見 る こ と が で き た。
キ ー ワ ー ド : 植 民 地 期 ベ ト ナ ム 　 度 量 衡 　 植 民 地 政 策 　 社 会 ・ 経 済 構 造
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はじめに
（１）度量衡研究の意義
　 植 民 地 期 の ベ ト ナ ム 度 量 衡 の 統 一 は、 フ ラ ン ス 植 民 地 政 権 に よ っ て 目 指 さ れ て
き た。 し か し、 そ の 強 大 な 権 力 を も っ て し て も、 植 民 地 期 を 通 じ て 統 一 さ せ る こ
と は で き な か っ た。 こ れ は 1945 年 の 独 立 宣 言 か ら 4 年 後 の 1949 年、 ベ ト ナ ム
民 主 共 和 国 経 済 省 大 臣 が 度 量 衡 統 一 を 実 現 さ せ る た め の 制 度 を 要 望 し て い る こ と
を 見 て も 明 ら か で あ る [Việt Nam Dân Quốc Công Báo 1950(số 1): 7 (tờ trình)]。
　 社 会 ・ 経 済 活 動 の 基 本 と も い え る 度 量 衡 が、 な ぜ 統 一 で き な か っ た の か。 本 稿
の 課 題 で あ る こ の 疑 問 に 取 り 組 む 前 に、 度 量 衡 の 統 一 お よ び 度 量 衡 研 究 は ど ん な
意 味 が あ る の か、 考 え た い。 秦 の 始 皇 帝 は 全 国 統 一 を 果 た し た 際、 ま ず 着 手 し た
の は 貨 幣、 度 量 衡 と 文 字 の 統 一 で あ っ た。 こ こ か ら も わ か る 通 り、 国 と し て の 統
治 体 制 を 確 立 さ せ、 効 率 よ く 機 能 さ せ る た め に は、 度 量 衡 の 統 一 は 最 も 重 要 な 課
題 の 一 つ で あ る。
　 フ ラ ン ス 植 民 地 期 ベ ト ナ ム に つ い て も、 度 量 衡 法 の 整 備 や 統 一 で き な か っ た 背
景 を 分 析 す る こ と は、 ベ ト ナ ム の 社 会 ・ 経 済 構 造 や 政 策 の 実 態 を 明 ら か に す る こ
と に つ な が る。 逆 に 言 え ば、 植 民 地 期 ベ ト ナ ム を 理 解 す る た め に は、 度 量 衡 研 究
は 必 要 不 可 欠 な も の だ と い え る。
　 一 方 で、 ベ ト ナ ム の 度 量 衡 研 究 は 植 民 地 期 に 限 ら ず、 ど の 時 代、 地 域 に お い て
も 本 格 的 に 行 わ れ て い な い。 植 民 地 期 ベ ト ナ ム の 度 量 衡 研 究 が 停 滞 し て い る 大 き
な 理 由 は、 各 時 期、 各 地 域 に お い て 用 い ら れ て い た 度 量 衡 制 度 が あ ま り に 多 様
で あ り、 そ れ を 体 系 的 に 比 較 検 討 で き る 方 法 論 と 資 料 が 十 分 で な い こ と で あ る
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。
そ の た め、 ベ ト ナ ム の 度 量 衡 研 究 を 効 果 的 に 進 め る た め に は、 客 観 的 ・ 合 理 的 比
較 が 可 能 と な る 体 系 的 史 料 を 発 掘 し、 広 範 囲 に 検 討 す る こ と が 必 要 で あ る。
　 筆 者 は こ れ ま で 同 時 期、 同 目 的 の た め に や り 取 り さ れ た 中 央 ・ 地 方 間 の 行 政 文
書 や、公 設 市 場 価 格 表 に 現 れ る 度 量 衡 の 事 例 か ら も、こ の 問 題 に 取 り 組 ん で き た。
本 稿 で は、 特 に 度 量 衡 関 連 法 整 備 に 焦 点 を あ て、 ベ ト ナ ム 度 量 衡 の 状 況 統 一 で き
な か っ た 背 景、 そ こ か ら 見 え る 社 会 経 済 構 造、 植 民 地 政 策 を 再 検 討 す る。
（２）本稿の目的と課題
　 本 稿 で は、 度 量 衡 関 連 の 法 整 備 の 過 程 に 注 目 す る。 フ ラ ン ス、 ベ ト ナ ム 両 国 に
お い て も 本 格 的 に 行 わ れ て い な い ベ ト ナ ム 度 量 衡 研 究 の 現 状 を 受 け
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、 そ の 法 整
備 の 過 程 に つ い て 基 礎 研 究 を 行 う こ と も 重 要 な テ ー マ の 一 つ で あ る。
　 本 稿 の 課 題 は、 ① 度 ・ 量 ・ 衡 （長 さ、 容 積、 重 さ） の 単 位 そ れ ぞ れ の、 統 一 が
目 指 さ れ た 時 期、 経 過、 目 的 を 明 ら か に す る こ と、 で あ る。 そ の 上 で、 ② 社 会 ・
2       度量衡研究の問題と方法論についての検討は、関本 [2014 : 14-18] 参照。
3        ベトナムの度量衡に関する先行研究については、関本 [2014 :7-14] 参照。
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経 済 構 造、 ③ フ ラ ン ス の 対 イ ン ド シ ナ 植 民 地 政 策、 の 2 点 に つ い て も 度 量 衡 の
視 点 か ら 捉 え 直 す こ と を 試 み た い。 そ の 際、 こ れ ま で の 研 究 か ら 得 ら れ た 知 見 も
取 り 入 れ、 総 合 的 に 考 察 し て い く。 こ こ で 上 記 の ② と ③ に つ い て、 簡 単 に 補 足 す
る。 ② の 社 会 ・ 経 済 構 造 で あ る が、 東 南 ア ジ ア の 被 植 民 地 国 に お い て は、 国 際 市
場 と 直 接 リ ン ク す る 輸 出 セ ク タ ー と、 伝 統 的 村 落 社 会 の 自 給 セ ク タ ー の 二 重 構 造
に な っ て い る こ と が 一 般 的 で あ る。 次 に ③ の フ ラ ン ス の 対 イ ン ド シ ナ 植 民 地 政 策
の 特 徴 と し て は、「文 明 上 の 使 命 (la mission civilisatrice)」[ 竹 沢 2001: 68] を 唱 え る
反 面、 イ ギ リ ス な ど の 高 度 に 発 達 し た 資 本 主 義 国 と 同 様 に [ 真 保 1981: 30]、 本 国
の 利 益 と な る 部 分 の み 発 達 さ せ 利 用 す る 方 向 で 進 め ら れ た こ と が 挙 げ ら れ る。
　 植 民 地 の 文 明 化 を 真 に 考 え る の で あ れ ば、 一 国 全 体 で の 構 造 を 体 系 化 さ せ、 自
主 化 さ せ る こ と が 求 め ら れ る。 し か し、 実 際 に は 本 国 に 必 要 な 輸 出 セ ク タ ー の み
発 展 さ せ、 そ れ 以 外 の 部 分 は 放 任 す る、 あ る い は 発 展 を 阻 止 す る と い う、 ゆ が ん
だ 植 民 地 経 営 が 行 わ れ て い た の で あ る （3．「(2) フ ラ ン ス が 植 民 地 に 求 め て い た
役 割」 で 後 述）。
　 こ う し た 構 造 や 政 策 の 特 徴 を、 度 量 衡 と い う 具 体 的 な 視 点 か ら 再 検 討 す る こ
と、 そ れ が 本 稿 の 目 指 す と こ ろ で あ る。
　 本 稿 が 対 象 と す る 時 期 は、 主 に 仏 領 イ ン ド シ ナ 連 邦 が 成 立 し た 1887 年 か ら、
1945 年 の ベ ト ナ ム 八 月 革 命 の 独 立 宣 言 ま で の フ ラ ン ス 植 民 地 期 と す る。 加 え て
本 稿 で は、 植 民 地 化 さ れ る 以 前 か ら 政 権 を 担 っ て い た 阮 朝 と の 関 連 や、 フ ラ ン ス
の 影 響 力 が 初 め て コ ー チ シ ナ に 及 ん だ 時 期 も 含 め て 検 討 す る。 そ の た め、1861
年 か ら 1887 年 ま で の 期 間 も 対 象 と す る。
　 対 象 地 域 は ト ン キ ン と ア ン ナ ン（保 護 国）、お よ び コ ー チ シ ナ（直 轄 領）で あ る。
つ ま り、 仏 領 イ ン ド シ ナ 連 邦 か ら ラ オ ス、 カ ン ボ ジ ア を 除 く 地 域 （現 在 ベ ト ナ ム
社 会 主 義 共 和 国 と な っ て い る 版 図） を 対 象 と す る。
　 本 稿 で 使 用 す る 史 料 は、 ① 官 制 年 報 な ど に み ら れ る 度 量 衡 法 の 法 令、 ② ベ ト ナ
ム 第 一 文 書 館 ト ン キ ン 理 事 長 府 フ ァ イ ル に 収 め ら れ て い る 度 量 衡 法 に 関 す る 行 政
文 書 を 中 心 と す る。 加 え て、 植 民 地 期 以 前 の 度 量 衡 法 整 備 の 実 態 を 明 ら か に す る
た め ③ 阮 朝 に 関 す る 漢 籍 資 料、 そ の 他 適 宜 ベ ト ナ ム 語 資 料、 文 献 も 参 照 す る。
　 本 稿 の 構 成 は 以 下 の 通 り で あ る。 ま ず、第 1 節 で は 植 民 地 支 配 を 受 け る 以 前 の
阮 朝 の 度 量 衡 関 連 法 に つ い て 考 察 し、 背 景 を 明 ら か に す る。 第 2 節 で は、 フ ラ ン
ス 植 民 地 政 権 に よ っ て 整 備 さ れ た 度 量 衡 関 連 法 に つ い て 整 理 す る と と も に、 そ の
意 味、 目 的 お よ び 時 系 列 変 化 に つ い て 検 討 す る。 そ の 上 で、 第 3 節 で は 植 民 地 期
に お け る 度 量 衡 関 連 法 の 整 備 の 特 徴 を 分 析 す る。 さ ら に、 一 般 的 に 言 わ れ て い る
社 会 ・ 経 済 構 造 や 植 民 地 政 策 に つ い て、 度 量 衡 と い う 具 体 的 な 視 点 か ら 再 検 討 す
る。
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１．阮朝（1802 － 1945 年）による度量衡関連法
　 こ れ ま で の 研 究 で、 以 下 の 2 点 が す で に 明 ら か に な っ て い る [ 関 本 2010: 13-
14]。 第 一 に、 初 代 皇 帝 嘉 隆 帝 ( 在 位 1802-1819 年 ) か ら、 す で に 度 量 衡 統 一 の 重
要 性 は 認 識 さ れ、 早 期 に 計 量 器 に つ い て 規 定 が 設 け ら れ て い た こ と。 第 二 に、 第
二 代 皇 帝 で 中 央 集 権 化 を 推 し 進 め た こ と で 知 ら れ る 明 命 帝 ( 在 位 1820-1841 年 )
は、 度 量 衡 は 政 治 の 要 で あ る と 明 言 し て い た 反 面、 税 収 に か か わ る 重 要 な 産 品 で
あ る 米 と も み の 容 積 単 位 が 不 統 一 で あ っ た こ と に つ い て は 議 論 を 先 送 り に し て い
た こ と、 で あ る。 そ の 理 由 は 明 言 さ れ て い な い が、 阮 朝 は 全 国 統 一 を 果 た す 過 程
で 穀 倉 地 帯 で あ っ た 北 部 と 南 部 も 手 中 に 収 め て い る。 そ の た め 税 収 も 増 加 し て お
り、 莫 大 な 資 金 や 労 力 を 必 要 と す る 計 量 器 の 統 一 を 性 急 に 行 う 必 然 性 が な か っ た
こ と が 考 え ら れ る。
　 そ の 後、 阮 朝 期 の 度 量 衡 法 に 関 し て、 新 た に 興 味 深 い 記 述 が 見 つ か っ た。
　 長 さ に 関 し て は、『大 南 寔 録 正 編』 第 一 紀 巻 四 一 に よ る と
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、嘉 隆 5 年 （1806 年）
に 中 平 尺 と い う 尺 が 定 め ら れ て お り、 こ の 中 平 尺 は 黎 朝 (1428-1789 年、 ベ ト ナ
ム 北 半 を 支 配 し て い た 王 朝 ) の 旧 尺 よ り も 長 さ が 少 し 長 か っ た。 し か し、 嘉 隆 9
年 （1810 年） に 至 っ て も、 北 部 で は 黎 朝 の 旧 尺 の 再 生 品 が 常 用 さ れ て い る 状 況
で あ り、 こ の 長 さ の 差 か ら 様 々 な 問 題、 不 都 合 が 生 じ る 結 果 と な っ た。 そ こ で、
嘉 隆 帝 は 旧 式 の 経 尺 を 探 す よ う 命 じ、 嘉 林 の 古 霊 の 民 家 か ら そ の 旧 尺 が 発 見 さ れ
た。 発 見 さ れ た 旧 尺 を 基 に し て、銅（重 さ 斤 十 二 両）で 原 器 を 作 り、各 城 営、鎭（阮
朝 地 方 行 政 の 最 大 単 位、 現 在 の 省 に 相 当） へ 送 っ た。 中 平 尺 を 用 い て 作 成 さ れ た
帳 簿 も す で に 存 在 し た が
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、 こ れ は そ の 証 明 を つ け る こ と で そ の ま ま で よ し と さ
れ た。 す で に 開 墾 さ れ た 土 地 や、 土 地 に 関 す る 争 い、 隠 漏 の 訴 え に つ い て は、 黎
朝 の 経 尺 を 用 い て 測 る こ と と し た。
　 こ れ ら の こ と か ら、 嘉 隆 帝 は 自 ら 定 め た 尺 よ り も、 慣 習 的 に 根 強 く 用 い ら れ て
い た 黎 朝 の 旧 尺 の 使 用 を 認 め る 判 断 を 下 し て い た こ と に な る。 ま た、 黎 朝 の 旧 尺
も、 常 用 さ れ て い る 尺 の な か で は 原 器 と な り 得 る 尺 が な く、 簡 略 化 さ れ た も の が
主 で あ っ た こ と も 読 み 取 れ る。 そ れ 故 に、 原 器 と で き る よ う な 旧 尺 を 探 す 必 要 が
生 じ た の で あ ろ う。
　 中 平 尺 に 関 し て、『会 典』 は さ ら に 中 部 の 事 例 に つ い て 触 れ ら れ て い る。 嘉 隆
9 年 （1810 年） に、 一 面 に 「嘉 隆 九 年 秋 八 月」、 も う 一 面 に 「頒 行 度 田 尺 工 部 堂
4        『大南寔録正編』第 1 紀巻 41、 嘉隆 9 年秋 7 月の条 /「八月攽度田経尺于中外。経尺、舊黎所製也。
行之既久、民間所常用。嘉隆五年始用中平尺。其制稍長、以故度田畝数多差殊者。帝名訪求
舊尺得于嘉林古霊 [ 社名 ] 民家。遂如式以銅 [ 重斤十二両 ] 為之攽送諸城営鎭。其公私田土以
前業用中平尺勘度者、修簿存照嗣有争地界訴隠漏及報墾者、以経尺度之。」
5       『大南会典事例（以下『会典』と表記）』巻 54、戸部、倉諸権量、尺衡の条 /「其自丙寅年来茲、
何社村或用中平新尺下度已成簿籍若干。」
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欽 造」 と 刻 ま れ た 尺 が 中 部 の 各 鎭 （ク ア ン ド ゥ ッ ク、 ク ア ン チ、 ク ア ン ビ ン、 ク
ア ン ナ ム、 ク ア ン ガ イ、 ビ ン デ ィ ン、 フ ー イ エ ン、 ビ ン ホ ア、 ビ ン ト ゥ ア ン） へ
送 ら れ、 以 後 こ の 尺 を 用 い る こ と が 定 め ら れ た
6
。
　 一 方、 ゲ ア ン と タ イ ン ホ ア （ベ ト ナ ム 中 部 北 境） に 対 し て も、 そ れ ぞ れ 一 つ の
尺 が 送 ら れ た。 そ こ に は 片 面 に は 同 じ く 「嘉 隆 九 年 秋 八 月」 と 刻 ま れ て い た が、
も う 一 面 に は 「頒 行 度 田𦾔経 尺 工 部 堂 欽 造 （下 線 筆 者）」 と あ る こ と に 注 目 し な
く て は な ら な い
7
。
　 つ ま り、 阮 朝 以 前、 広 南 阮 氏 の 勢 力 圏 で あ っ た 中 部 に 対 し て は、 嘉 隆 帝 の 定 め
た 尺、阮 朝 独 自 の 制 度 を 普 及 さ せ よ う と し た。 そ の 一 方 で、北 部 地 域 で 実 権 を 握 っ
て い た 鄭 氏 の 旧 勢 力 範 囲 で は、 黎 朝 期 の 旧 尺 （度 田𦾔経 尺） の 使 用 を 引 き 続 き 認
め て い た こ と が 明 確 に 示 さ れ た。 そ し て そ の 鄭 氏 の 共 通 文 化 圏 は、 ゲ ア ン、 タ イ
ン ホ ア を 含 め た 北 部 地 域 一 帯 と 言 う こ と が で き る。 植 民 地 期 に は ゲ ア ン、 タ イ ン
ホ ア は 中 部 の ア ン ナ ン に 組 み 込 ま れ る が、 行 政 区 画 の 線 引 き に よ っ て そ の 共 通 文
化 圏 が 分 断 さ れ た こ と に な る。 北 部 と 中 部 の 境 界 に つ い て は、 ア ン リ は ト ン キ ン
お よ び ア ン ナ ン 北 部 （タ イ ン ホ ア、 ゲ ア ン） は 明 確 な 自 然 的 一 地 方 を な し て い る
と 指 摘 し て い る [Henry 1932: 334]。 ブ オ ル ト も 「経 済 的 に 北 部 ア ン ナ ン は ト ン キ
ン の 方 を 向 き」 と し て ア ン ナ ン 北 部 は ト ン キ ン の 経 済 圏 に 含 ま れ て い る こ と を 示
唆 し て い る [Boualt 1930(vol.2): 67]。『ゲ・テ ィ ン 民 間 文 化 地 誌』で は、ゲ・テ ィ ン（ゲ
ア ン と 隣 接 す る ハ ー テ ィ ン） は 特 有 の 民 間 文 化 を 共 有 し て い る ひ と つ の 伝 統 ・ 統
一 単 位 で あ る と 位 置 づ け て い る [Nguyễn Đổng Chi(chủ biên) 1995: 17]
8
。 こ の よ う に、
一 般 的 に 北 部 と 中 部 の 境 界 は ゲ ア ン ・ ハ ー テ ィ ン 周 辺 と い わ れ て い る が、 そ れ を
度 量 衡 の 事 例 か ら も 立 証 す る こ と が で き た。
　 嘉 隆 帝 時 代 に つ い て ま と め る と、 以 下 の 2 点 が 指 摘 で き る。 ① 阮 朝 初 期 で は、
地 方 分 権 を 認 め て い た 嘉 隆 帝 の 政 策 が、 度 量 衡 の 側 面 か ら も 観 察 す る こ と が で き
た こ と。 ② 全 国 統 一 さ れ て 以 降 も、 少 な く と も 北 部 に 関 し て は 鄭 氏 の 文 化 圏 が そ
の ま ま 内 在 さ れ、 存 続 さ れ て い た こ と も 度 量 衡 の 事 例 か ら 確 認 で き た こ と、 で あ
る。
　 明 命 帝 の 時 代 に な る と、 明 命 6 年 （1825 年）、 土 地 測 量 用 に 作 ら れ た 新 し い 尺
が 内 務 府 に 渡 さ れ た 際、 新 旧 の 尺 の 長 さ が 異 な っ て い た こ と が 明 ら か に な っ た。
統 一 的 な 尺 度 に す る た め、 各 地 方 に 衣 服 に 関 す る 尺 で あ る 官 縫 銅 尺 と 大 工 が 用 い
る 官 木 銅 尺 の ふ た つ を 納 め さ せ る こ と を 命 じ、 そ れ ら の 差 を 比 較 検 討 し よ う と し
6      『会典』巻 54、戸部、倉諸権量、尺衡の条 /「一面刻嘉隆九年秋八月七字、一面刻頒行度田尺
工部堂欽造十字頒給廣徳・廣治・廣平・廣南・廣義・平定・富安・平和・平順毎鎭各一。以正度法。」
7      『会典』巻 54、戸部、倉諸権量、尺衡の条 /「一面刻嘉隆九年秋八月七字、一面刻頒行度田舊
経尺工部堂欽造十二字頒給乂安・清化毎鎭各一件。」
8       行政区画を超えた地域性、共通文化圏の検討は、関本 [2014: 143-144] 参照。
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た
9
。 つ ま り、 官 縫 銅 尺 と 官 木 銅 尺 に つ い て も 統 一 さ せ よ う と の 意 図 が み ら れ る。
　 先 に も 述 べ た よ う に、 中 央 集 権 化 を 推 し 進 め た こ と で 知 ら れ る 明 命 帝 で あ る。
そ の 一 端 が、『国 史 遺 編』 中 集 の 北 部 ベ ト ナ ム に お け る 衣 服 規 制 に 関 す る 記 述 の
中 に 見 て 取 れ る。 こ れ は 「単 位」 と し て の 規 定 で は な い が、 長 さ に 対 し て 非 常 に
厳 し く、細 か い 規 則 を 定 め て い た 事 例 と し て、こ こ に 紹 介 し た い。 明 命 9 年（1829
年） に 北 部 ベ ト ナ ム の 衣 服 を 改 め る こ と を 決 め た。 明 命 12 年 （1831 年） に は、
繰 り 返 し、 そ し て 詳 細 に 内 容 （女 性 は 四 角 い 頭 巾 を か ぶ り、 そ れ が 腰 帯 に ま で 届
く こ と を 禁 ず る ） と 違 反 し た 場 合 の 厳 し い 罰 則 規 定 （ 杖 う ち 100 回、 枷 を は め
る こ と 1 か 月） ま で 設 け て い る
10
。
　 こ う し た 明 命 帝 に よ る 尺 の 実 態 調 査 や 長 さ に 関 す る 厳 し い 規 定 か ら 考 え る と、
嘉 隆 帝 の 時 代 と は 異 な り、 明 命 帝 は 画 一 的 な 統 治 体 制 の 基 盤 作 り を 推 し 進 め て い
る か の よ う に 見 え る。 し か し、 支 配 体 制 の 確 立、 国 の 統 治 に も っ と も 重 要 な 土 地
の 測 量 に 関 す る 尺、 官 田 尺 に つ い て 言 及 が 見 ら れ な い こ と は、 非 常 に 疑 問 で あ
る。 嘉 隆 帝 に よ っ て、 地 域 ご と の 慣 習 が 継 承 さ れ て い た 中 平 尺 に つ い て も 言 及 が
見 ら れ な い。 土 地 測 量 用 の 新 旧 の 尺 の 長 さ が 異 な る こ と を 認 識 し た 後 に も か か わ
ら ず、 官 田 尺、 中 平 尺 に つ い て は 放 任 し て い た よ う に も 見 え る。 同 様 の 事 例 と し
て、 前 述 し た 米 に 関 す る 重 要 な 容 積 単 位 に つ い て の 議 論 を 先 送 り に し て い た こ と
も あ げ ら れ る。 こ れ ら の 背 景 に は、 米 作 が 盛 ん な 北 部 お よ び 南 部 地 域 を 手 に 入 れ
税 収 が 増 加 し た こ と、 つ ま り 度 量 衡 統 一 の 差 し 迫 っ た 必 然 性 が な か っ た こ と が 考
え ら れ る。 中 央 集 権 化 を 推 し 進 め た 明 命 帝 も、 困 難 が 見 込 ま れ る 事 案 に 対 し て は
消 極 的 な 対 応 を 取 っ て い た こ と が わ か る。
　 以 上 の よ う に、 阮 朝 初 期 に は 度 量 衡 に 関 し て 様 々 な 法 や 規 則 が 出 さ れ て い る こ
と が 確 認 で き た。 一 方 で 植 民 地 化 以 降、阮 朝 主 導 に よ る 法 令 の 交 付 は 見 ら れ な い。
植 民 地 政 権 側 が 中 部 で の 度 量 衡 統 一 が 一 向 に 進 ま な い 状 況 を 受 け、 硃 批 諭 旨
11
を
公 布 す る こ と で メ ー ト ル 法 を 普 及 さ せ ら れ な い か、 と の 議 論 も さ れ て い る
12
。 植
民 地 政 権 が 公 布 し た 法 令 を、 阮 朝 が 硃 批 諭 旨 と し て 追 認 す る 形 を と っ て い た 事 例
も 見 ら れ た
13
。 こ の こ と か ら、 保 護 国 で あ り 二 重 統 治 の 形 態 を と っ て い て も、 法
9      『会典』巻 54、戸部、倉諸権量、尺衡の条 /「勅。邇来新製尺、式交在内務府。遵行量度間、
有新舊長短不齋。茲行咨諸地方、将原給之官縫銅尺竝木銅尺、由部奉納、覆較確寔、具題候旨準、
下成式遵行、以昭畫一。」
10    『国史遺編』中集、明命 9 年 9 月の条 /「北城副総鎮潘文璻、請改北城衣裙。従之。」および
『国史遺編』中集、明命 12 年 10 月の条 /「複申北城衣裙禁申。婦人不得被方巾、及腰帯。違
者杖一百、枷絞一ヶ月。」
11     硃批諭旨とは皇帝が官吏の答申書に自筆の朱筆を入れて回答した文書のことである。
12　 RST. 71311. Correspondance échangée avec la residence supérieure en Annam. A.S. projet de 
“Du（諭）” concernant l’application du système métrique en Annam  1933-1936.
13　1943 年 4 月 30 日、GGI が出したアレテで木材と石炭を測る単位として「デジステール」と
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令 内 容 の 策 定 は フ ラ ン ス 植 民 地 政 府 が 実 権 を 握 っ て い た こ と、 そ の 法 令 を 現 実 的
に 実 行 さ せ る た め、 保 護 国 で は 旧 来 の 制 度 （硃 批 諭 旨） も 利 用 し よ う と さ れ て い
た こ と が 確 認 で き た。
　 第 1 節 を 通 じ て 検 討 し た 阮 朝 の 度 量 衡 法 制 度 の 整 備 に つ い て、得 ら れ た 知 見 を
整 理 し た い。 ま ず、 第 一 に、 度 量 衡 関 連 法 の 整 備 は 初 代 皇 帝 嘉 隆 帝 と 明 命 帝 の 二
人 に よ っ て 進 め ら れ た。 第 二 に、 嘉 隆 帝 は 地 方 自 治 を 認 め て い た 皇 帝 で あ り、 そ
の 姿 勢 は 度 量 衡 の 側 面 か ら も 明 確 に 確 認 で き た。 そ れ は 阮 朝 以 前 に 阮 氏 が 支 配 し
て い た 中 部 に 関 し て は 阮 朝 独 自 の 政 策 を 進 め、一 方 阮 朝 以 前、鄭 氏 の 勢 力 圏 で あ っ
た 北 部 に 対 し て は、 黎 朝 時 代 の 制 度 を そ の ま ま 用 い る こ と を 容 認 し て い た こ と か
ら 明 ら か と な っ た。 ま た、 植 民 地 期 ア ン ナ ン （中 部） に 属 し て い た ゲ ア ン、 タ イ
ン ホ ア が 鄭 氏 の 勢 力 圏 の 南 限 で あ り、 以 前 の 制 度 が 根 強 く 残 っ て い た 地 域 で あ る
こ と が 確 認 で き た。 第 三 に、 中 央 集 権 化 を 強 く 推 し 進 め た こ と で 知 ら れ る 明 命 帝
で あ っ た が、 米 穀 の 計 量 や 土 地 の 測 量 に 関 す る 計 量 器 に つ い て は、 統 一 さ れ て い
な い 事 実 を 知 り な が ら も 黙 認 し て い た こ と が う か が え た。 大 き な 困 難 や 混 乱 が 予
想 さ れ る 分 野 に 対 し て は、 統 治 上 非 常 に 重 要 な 計 量 に 関 す る こ と で も、 明 命 帝 も
積 極 的 に は 手 を 出 そ う と し な か っ た 様 子 が 浮 き 彫 り と な っ た。
　 以 上 か ら、 フ ラ ン ス が 植 民 地 化 す る 以 前 の ベ ト ナ ム 社 会 と い う の は、 相 矛 盾 す
る こ と が 同 時 に 存 在 す る 空 間 で あ っ た こ と が 読 み 取 れ る。 ま た、そ れ ぞ れ の 伝 統、
独 自 性 が 許 容 さ れ、 併 存 し て い た 空 間 で あ っ た と い う こ と が で き る。 つ ま り 「ゆ
る い」 統 一 の 中 で、 一 見 非 合 理 と 思 わ れ る 政 策 や、 多 種 多 様 な 社 会 が 共 存 す る の
が ベ ト ナ ム の 特 徴 で あ り、 こ の 特 徴 は 植 民 地 期 に 至 っ て も 引 き 継 が れ て い く こ と
に な っ た
14
。
２．フランス植民地政権による度量衡関連法
　 　 フ ラ ン ス 植 民 地 政 権 が イ ン ド シ ナ で 行 な お う と し て い た 度 量 衡 政 策 は、 主 に
フ ラ ン ス 式 度 量 衡、 つ ま り 十 進 法 に よ る メ ー ト ル 法 の 導 入 で あ っ た。 こ こ で は、
ま ず 各 国 に お け る メ ー ト ル 法 の 受 容 状 況 に つ い て （1） で 提 示 す る。 イ ン ド シ ナ
の メ ー ト ル 法 受 容 の 過 程 を 相 対 的 に 捉 え る た め、 特 に フ ラ ン ス と ア ジ ア の 状 況 を
中 心 に 整 理 す る。
　 次 に、 イ ン ド シ ナ に お け る 度 量 衡 関 連 法 と メ ー ト ル 法 の 受 容 に つ い て （2） で
検 討 す る。 植 民 地 政 権 に よ る 度 量 衡 関 連 法 の 整 備 過 程 は、 フ ラ ン ス が 仏 領 イ ン ド
「ステール」およびその倍量単位を用いることが強制されたが、このステールの使用義務付け
は 1943 年 6 月 2 日 38 番と 39 番の硃批論旨によって承認されたことが記載されている [JOIF 
1943: 2025]。
14    こうした多様な制度、文化が共存する社会については、関本 [2010: 56-58] でも考察している。
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シ ナ 連 邦 を 形 成 す る 1887 年 以 前 か ら コ ー チ シ ナ を 直 轄 支 配 し て い た 関 係 で、コ ー
チ シ ナ 地 域 が 先 行 し て 行 わ れ た。 そ の た め、（2） で は 仏 領 イ ン ド シ ナ 連 邦 成 立 前
後 の ① 1887 年 9 月 以 前 と ② 1887 年 10 月 以 降 に 分 け て 整 理 す る。
　 最 後 に、（3） で 1945 年 以 降 の ベ ト ナ ム 民 主 共 和 国 の 度 量 衡 法 に つ い て 若 干 の
補 足 を す る。 こ れ は 植 民 地 期 を 通 じ て 行 っ た 度 量 衡 法 整 備 の 実 態 を、 そ の 後 の 時
代 か ら 捉 え 直 す た め で あ る。
（１）世界のメートル法とその受容
　
　①メートル法の発祥と内容
　 メ ー ト ル 法 は 度 量 衡 （長 さ、 容 積、 重 量） の 共 通 尺 度 を 定 め た も の で、 そ の 基
準 を 大 自 然、 地 球 と 水 に 求 め、 そ れ か ら 長 さ の 「メ ー ト ル 原 器」（1m ＝ 地 球 の 円
周 の 4 千 万 分 の 1） と 質 量 の 「キ ロ グ ラ ム 原 器」 を 作 成 し、全 世 界 に 普 及 さ せ た。
こ の 制 度 は 十 進 法 に よ っ て 展 開 し、 面 積、 体 積 の 単 位 は 長 さ の 2 乗、3 乗、 重 さ
は 体 積 と 直 接 結 び つ い て い る。 メ ー ト ル 法 は、 そ も そ も フ ラ ン ス 政 府 が 万 国 共 通
の 尺 度 を 目 指 し て 推 進 し た も の で、 ル イ 16 世、 フ ラ ン ス 革 命 政 府、 ナ ポ レ オ ン
と 体 制 の 異 な る 政 府 に よ っ て 作 り 上 げ ら れ た。[ 松 本 　2000: 50]。
　②フランスにおけるメートル法の導入
15
　 フ ラ ン ス で は、1791 年 暫 定 メ ー ト ル 法 を 採 択 し た が、 そ れ ま で の 単 位 名 で あ
る ピ エ、 ト ワ ー ズ と 異 な り、 な じ め な い と 大 衆 か ら 反 発 が あ っ た。 そ の た め、
1800 年 に こ の 不 平 緩 和 の た め パ リ 科 学 学 士 院 で 命 名 法 修 正 が 立 案 さ れ、 古 い 単
位 の 復 活 を 認 め、 数 え 方、 位 取 り に は メ ー ト ル 法 の 十 進 法 を 生 か す こ と と し た。
し か し こ れ は か え っ て 混 乱 を 助 長 さ せ る 結 果 に 終 わ っ た。 後 述 す る が、 イ ン ド シ
ナ で も 植 民 地 期 を 通 じ て 同 様 の 命 名 法 が 採 用 さ れ、 や は り 混 乱 を 招 い て い る。
　1812 年、 ナ ポ レ オ ン は 古 い 単 位 と の 折 衷 方 式 を 持 ち 出 し、2m ＝ 1 ト ワ ー ズ、
500g ＝ 1 リ ー ブ ル と し た が、 十 進 法 を も 無 視 し た こ の 方 式 は、 そ の 後 の メ ー ト
ル 法 普 及 に も 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と と な っ た。
　 最 終 的 に は、1837 年 の 法 律 に よ っ て、1840 年 1 月 1 日 以 降 は メ ー ト ル 法 以 外
の 単 位 の 使 用 を 禁 止 し、違 反 し た 場 合 は 罰 金 を 取 る 形 で 実 施 し た。 こ れ を も っ て、
フ ラ ン ス で は メ ー ト ル 法 が 全 国 的 に 普 及 し て い く。 ベ ト ナ ム で も ほ ぼ 100 年 後
の 1950 年、 同 じ く メ ー ト ル 法 以 外 の 単 位 の 使 用 を 禁 じ た 国 家 主 席 令 が 出 さ れ た
（本 節 第 3 項 参 照）。 つ ま り、 仏 領 イ ン ド シ ナ、 そ し て ベ ト ナ ム 民 主 共 和 国 で も、
フ ラ ン ス 本 国 と ほ ぼ 同 じ 試 行 錯 誤 を 100 年 後 に 繰 り 広 げ る こ と に な る の で あ る。
15　②は松本 [2000: 74] による。
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　③世界のメートル法の受容
　 主 要 各 国 に お け る メ ー ト ル 法 の 採 用 状 況（メ ー ト ル 法 採 用 の 法 律 公 布 の 年）は、
国 際 度 量 衡 局 が 発 行 し た 資 料 に よ る と 以 下 の 通 り で あ る
16
。[ 強 ] は 強 制 使 用、[ 任 ]
は 任 意 使 用。
ヨ ー ロ ッ パ 　
　 ド イ ツ 　 1871 年 [ 強 ]　  ス ペ イ ン    1871 年 [ 強 ]　 　 フ ラ ン ス   1837 年 [ 強 ]
　 イ ギ リ ス  1897 年 [ 任 ]　   イ タ リ ア 　1861 年 [ 強 ]　    オ ラ ン ダ 　1816 年 [ 強 ]
ア ジ ア
17
　 中 華 人 民 共 和 国  1929 年 [ 任 ]     台 湾  　1954 年 [ 強 ]   大 韓 民 国 　1949 年 [ 強 ]
　 イ ン ド ネ シ ア 　  1923 年 [ 強 ]     イ ン ド  1920 年 [ 任 ]    フ ィ リ ピ ン 1917 年 [ 強 ]
　 カ ン ボ ジ ア 　      1914 年 [ 強 ]　  タ イ     1923 年 [ 強 ]　 南 ベ ト ナ ム 1911 年 [ 強 ]
　 北 ベ ト ナ ム 　 　  1912 年 [ 任 ]
　 こ こ か ら 傾 向 と し て 読 み 取 れ る の は、 ヨ ー ロ ッ パ の 主 要 国 は 19 世 紀、 ア ジ ア
各 国 は 20 世 紀 に 入 っ て か ら メ ー ト ル 法 を 受 容 し て い っ た と い う こ と で あ る
18
。
　 し か し、 こ れ ら の メ ー ト ル 法 採 用 年 と、 強 制 か 任 意 か の 判 断 は 文 献 資 料 に よ っ
て 異 な る こ と も 多 い。 そ れ は 各 国 そ れ ぞ れ メ ー ト ル 法 の 採 用 に あ た っ て は、 複 数
回 に わ た る 法 の 施 行 を 実 施 し な が ら 進 め て い る こ と に 起 因 す る。
　 例 え ば、日 本 は 1885 年（明 治 18 年）に メ ー ト ル 条 約 に 加 入、1889 年（明 治 22 年）
に メ ー ト ル 原 器 の 交 付 を 受 け、1891 年 （明 治 24 年） に 施 行 さ れ た 度 量 衡 法 で 尺
貫 法 と 併 用 す る 形 で 導 入 さ れ た、 と あ る。 し か し、 メ ー ト ル 法 の 使 用 を 義 務 づ け
た の は 1951 年 （昭 和 26 年） の 計 量 法、 あ る い は 1959 年 （昭 和 34 年） に 全 国
一 斉 に 実 施 さ れ た メ ー ト ル 法 で あ る と い え る
19
。
　 ま た ベ ト ナ ム に 関 し て は、 上 記 の 国 際 度 量 衡 局 資 料 に よ る と、 省 令 に よ っ て 南
16　各国のメートル法採用年については、国際度量衡局が発行した資料によってまとめられてい
る 小 泉 [2006: 164-169] に よ る。 資 料 名 は Les Récents Progrès du Système Métrique, 
Création de Bureau International des Pois et Mesures et son Oeuvre および 1960 年第 11 回
国際度量衡総会における報告（両者とも筆者未見）。
17　 中華人民共和国は商用系という 2 次系統の単位が存在していたが、1959 年全面的にメート
ル法を採用することを宣言している。また、インドは、1956 年にメートル法単一制を国会で
可決している [ 小泉  2006: 165-166]。
18　 ここで挙げた国の中で、メートル条約に加入している国と加入年は以下の通りである [ 小泉
2006: 164-169]。ドイツ :1875 年、スペイン :1875 年、フランス :1875 年、イギリス :1884
年、インド :1958 年、イタリア :1885 年、タイ :1912 年、オランダ :1929 年。
19 　日本におけるメートル法受容の過程はメートル法実行期成委員会 [1967] に詳しい。
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ベ ト ナ ム は 1911 年 12 月 14 日 に 強 制、 北 ベ ト ナ ム は 1912 年 8 月 23 日 に 任 意
で メ ー ト ル 法 が 採 用 さ れ た こ と に な っ て い る。 し か し、 こ の フ ラ ン ス 植 民 地 期 の
時 代 に ベ ト ナ ム を 北 と 南 に 分 け る こ と は で き な い。 ま た、 以 下 （2） で 詳 述 す る
が、 南 ベ ト ナ ム の 1911 年 の 法 律 と は、 恐 ら く コ ー チ シ ナ に 対 し て フ ラ ン ス 共 和
国 大 統 領 に よ っ て 署 名 さ れ た デ ク レ （décret） の 公 布 を 指 し て い る と 思 わ れ る が、
日 付 が 一 致 し な い。 一 方 こ こ で 北 ベ ト ナ ム と 記 載 さ れ て い る 地 域 は、 お そ ら く ト
ン キ ン を 指 す も の と 思 わ れ る が、 そ の ト ン キ ン で は、1912 年 に メ ー ト ル 法 に 関
す る 法 律 の 公 布 は 行 わ れ て い な い（本 節（2）②「1887 年 10 月 以 降」参 照）。「省
令」 と い う 法 律 の 位 置 づ け も 不 明 瞭 で あ り、 強 制 と 任 意 の 判 断 の 根 拠 も 不 明 で あ
る。 イ ン ド シ ナ の 事 例 か ら 見 て も、 国 際 度 量 衡 局 が 把 握 し て い る メ ー ト ル 法 採 用
年 は、 必 ず し も 実 状 を 反 映 し て い な い こ と も あ る、 と い え る。
　 ま た、 イ ン ド シ ナ の 場 合 は、 植 民 地 期 後 半 に 至 っ て も 統 一 的 度 量 衡 制 度 の 実 現
は 不 可 能 で あ っ た こ と か ら
20
、 法 律 上 強 制 さ れ た と し て も、 実 際 に メ ー ト ル 法 が
普 及 し た 年 と は 必 ず し も 一 致 し な い。
　 メ ー ト ル 法 の 導 入 に 関 し て は、 各 国 で そ れ ぞ れ 異 な る 背 景 を も ち、 異 な る 統 治
体 制 の 下 で、 異 な る 集 団 が 自 ら の 利 権 や 国 益 を 主 張 し 合 い、 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し
な が ら 行 わ れ て い く。 そ の た め、 そ の 採 用 年 を 提 示 す る こ と す ら 難 し い 分 野 で あ
る。
　 逆 に 言 え ば、 統 治 す る 側 が メ ー ト ル 法 の 導 入 を 実 行 す る た め に、「い つ」、「ど
こ で」「ど の よ う な」 法 律 や 機 関 を 制 定、 設 置 す る か、 そ れ に 対 し て 統 治 さ れ る
側 が 「誰 が」「ど こ で」「ど の よ う に」 啓 蒙 運 動 あ る い は 反 対 運 動 を 行 う の か、 行
わ な い の か、 メ ー ト ル 法 が ど こ か ら 普 及 し て い っ た の か、 そ の 過 程 を 丁 寧 に と ら
え る と、 そ の 国 の 背 景、 国 民 性、 特 徴 が 浮 か び 上 が っ て く る。
　 例 え ば 日 本 で は、 根 強 い 反 対 運 動 が 行 わ れ る 一 方 で、1903 年 と い う 早 い 段 階
か ら 中 央 度 量 衡 器 検 定 所 を 設 置、1894 年 に は 官 民 の 有 識 者 や 度 量 衡 事 業 関 係 者
に よ っ て 大 日 本 度 量 衡 会 が 結 成 さ れ、 機 関 誌 の 発 行 も 行 わ れ て い る [ メ ー ト ル 法
実 行 期 成 委 員 会 　1967: 101, 109]。 こ う し た 動 き は、イ ン ド シ ナ で は 見 ら れ な か っ
た こ と で あ る。
　 以 上 の こ と を 踏 ま え て、 以 下 イ ン ド シ ナ の 事 例 に つ い て 検 討 し て い く。
（２）インドシナにおける度量衡関連法とメートル法の導入
　
　① 1887 年 9 月以前（仏領インドシナ連邦成立前）
　 フ ラ ン ス の コ ー チ シ ナ に お け る 影 響 力、 支 配 の 進 展 で あ る が、 ま ず 1861 年 に
20　関本 [2011、2013 および 2014] は、商業統計上の事例や各省の度量衡実態調査報告、通達
のやり取りの分析から、植民地期を通じて全国的に度量衡の統一は実現しなかったことを明ら
かにしている。
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ビ エ ン ホ ア 省、 ザ ー デ ィ ン 省、 ミ ト ー 省 の 3 省 を フ ラ ン ス 軍 が 占 領 し、 翌 年 の
第 1 次 サ イ ゴ ン 条 約 で こ れ ら コ ー チ シ ナ 東 部 3 省 と コ ン ダ オ 島 を 阮 朝 に 割 譲 さ
せ た。 サ イ ゴ ン に は コ ー チ シ ナ 総 督 府 が 設 置 さ れ た。 そ の 後 フ ラ ン ス は 武 力 占 領
に よ っ て コ ー チ シ ナ 全 域 を 支 配 下 に 置 き、1874 年 の 第 2 次 サ イ ゴ ン 条 約 で コ ー
チ シ ナ 6 省 に お け る フ ラ ン ス の 完 全 な 主 権 を 承 認 さ せ、直 轄 領 と し て の コ ー チ シ
ナ 植 民 地 が 成 立 し た。
　 こ う し た 支 配 体 制 の 確 立 と と も に、 度 量 衡 の 関 連 法 も 早 い 時 期 か ら 制 定 さ れ て
い る。 度 量 衡 に 関 す る 最 初 の 法 律 は、 確 認 で き る 範 囲 で 1863 年 12 月 24 日 の 決
定 (décision) で あ る。 こ の 決 定 で は、 フ ラ ン ス の 度 量 衡 が 唯 一 公 式 の も の だ と 植
民 地 の 中 に 知 ら し め る こ と を 定 め て い る 一 方 で、 穀 物 用 の ベ ト ナ ム 式 計 量 器 ヴ ォ
ン (vuông) は 40 リ ッ ト ル と す る こ と も 定 め て い る。 つ ま り フ ラ ン ス 式 以 外 の 計 量
単 位 も 認 め ら れ て い る
21
。
　 ま た、1919 年 3 月 10 日 に イ ン ド シ ナ 総 督 に 宛 て て 作 成 さ れ た 報 告 書
22
の 中 で は、
1863 年 9 月 28 日 に 公 式 報 告 (rapport légal) の 中 で ベ ト ナ ム 式 度 量 衡 制 度 を フ ラ
ン ス 式 に 変 更 す る こ と が 明 記 さ れ て い る、 と 報 告 さ れ て い る。 同 レ ポ ー ト で は、
1865 年 10 月 3 日 の ア レ テ (arrêté) に よ っ て 土 地 の 測 量 に は ヘ ク タ ー ル を 使 う こ
と、1870 年 の 命 令 (ordre) で は、 穀 物 計 量 単 位 で あ る ヴ ォ ン は 20 リ ッ ト ル と す
る こ と が 定 め ら れ た こ と も 合 わ せ て 報 告 し て い る。
　 こ れ ら の こ と か ら、 フ ラ ン ス は 1874 年 の 第 2 次 サ イ ゴ ン 条 約 に よ っ て コ ー チ
シ ナ 全 域 を 手 中 に 収 め る 前 段 階 か ら、 度 量 衡 に 関 し て 高 い 関 心 が あ り、 関 連 の 法
令 制 定 を 開 始 し て い る こ と が わ か る。 さ ら に、 土 地 測 量 に か か わ る 重 要 な 面 積 単
位 に つ い て は、 早 い 段 階 か ら ヘ ク タ ー ル の 使 用 を 進 め て い る。 対 し て、 穀 物 用 の
計 量 器、 つ ま り 容 積 単 位 は 現 地 で 馴 染 み の あ る ヴ ォ ン を リ ッ ト ル に よ っ て 容 量 を
規 定 し、 統 一 化 を 図 ろ う と し て い る。 こ れ ら の 背 景 に は、 ① 統 治 制 度 の 完 成 に 重
要 で あ る 面 積 の 測 量 は、 フ ラ ン ス 式 を 早 期 に 浸 透 さ せ た い 意 向 が あ っ た、 ② 人 々
の 生 活 の 中 心 で あ る 容 積 計 量 器 と 単 位 に つ い て は、 段 階 的 に フ ラ ン ス 式 制 度 へ 移
行 さ せ た 方 が ス ム ー ズ で あ る と い う 認 識 が あ っ た、 と 考 え ら れ る。
　 コ ー チ シ ナ に お い て、 各 単 位 の メ ー ト ル 法 に よ る 定 義 だ け で な く、 計 量 検 定
制 度 に ま で 規 定 を 設 け た 初 め て の 法 令 が 公 布 さ れ た の は、1881 年 の こ と で あ る。
こ れ に 先 立 ち、1880 年 8 月 30 日 に 特 別 委 員 会 が 任 命 さ れ、 度 量 衡 統 一 計 画 に 関
21　1898 年 2 月 11 日インドシナ総督によって公布された「特定の容積単位を植民地全域で使う
ことを義務づける」アレテ [JOIF 1898: 252-253]、および 1903 年 7 月 10 日に同じくインド
シナ総督によって「コーチシナについては重量と容積単位についてフランス式制度を導入する」
ことを決めたアレテ [JOIF 1903: 826-828] の前文による。
22　TTQGI, RST, 71315-03, Rapport à Monsieur le Gouvernement Général de l’Indochine (Hanoi, 
le 10 Mars 1919). Le directeur des affaires économiques au Gouvernement Général. Signé : 
GARNIER
東京女子大学　経済研究　第 5号　2017
12
す る 報 告 書 が 作 成 さ れ た
23
。 そ れ を 受 け て 1881 年 2 月 21 日 に コ ー チ シ ナ 知 事 に
よ っ て ア レ テ が 公 布 さ れ、1882 年 1 月 1 日 か ら 20 区 （サ イ ゴ ン、チ ョ ロ ン、ザ ー
デ ィ ン） に お け る 市 場、 商 店、 船、 作 業 場 で フ ラ ン ス 式 度 量 衡 制 度 を 用 い る こ と
が 決 め ら れ た [AGI 1889 1er: 117-118]。 こ の ア レ テ は 12 条 で 構 成 さ れ て い る。 こ
れ は 今 後 コ ー チ シ ナ だ け で な く、 仏 領 イ ン ド シ ナ 連 邦 形 成 後 の 度 量 衡 法 令 に も 影
響 を 与 え る 重 要 な ア レ テ で あ る。 具 体 的 な 内 容 は、 以 下 の 通 り で あ る。
　
　1881 年 2 月 21 日 公 布 の ア レ テ 全 条 項
　（1882 年 1 月 1 日 コ ー チ シ ナ 20 区 内 で 施 行）
第 1 条 ：1882 年 1 月 1 日 か ら 20 区 全 域 に お い て、 市 場、 商 店、 船、 作 業 場 で 
    全 て の 商 人 は、フ ラ ン ス で 使 わ れ て い る 度 量 衡 以 外 の 使 用 を 禁 じ ら れ る。
第 2 条 ： 計 量 検 定 員 の 役 職 を 創 設 す る。 こ の 役 割 を 担 う 公 務 員 は、 こ の ア レ テ  
      の 実 施・実 行、 度 量 衡 使 用 の 正 確 さ、 違 反 の 確 認 に 注 意 を 払 う 責 任 を 負  
    う。 定 め ら れ た 手 数 料 を 適 用 す る。
第 3 条 ： 全 て の 度 量 衡 は 商 業 活 動 で 使 わ れ る 前 に 検 印 を 押 さ な く て は な ら な い。
計 量 器 の 原 器 は、 内 務 局、 サ イ ゴ ン 市 役 所 お よ び チ ョ ロ ン 市 役 所 に 置 か
れ る。
第 4 条 ： 計 量 検 定 用 の 検 印 は サ イ ゴ ン の 内 務 局 で 登 録 さ れ る。
第 5 条 ： 一 年 に 少 な く と も 1 回 計 量 検 定 を 行 い、 新 し い 検 印 を 貼 付 す る こ と で
確 認 す る。 こ の 定 期 計 量 検 定 以 外 に、 特 別 検 定、 総 検 定、 部 分 検 定、 あ 
る い は 個 人 的 な 検 定 が 命 じ ら れ る 場 合 も あ る。
第 6 条：計 量 検 定 員 は、 商 人 の 住 所 ま で 赴 き、 携 帯 用 の 登 録 簿 を 備 え、 計 量 検 定
で あ る と 告 げ た 後 商 人 は 署 名 を す る。 拒 否 し た 場 合 は 拒 否 し た 旨 を 記 載 
す る。
第 7 条 ： 計 量 検 定 員 は、 違 反 調 書 が 一 見 し て 反 対 で あ る と 明 ら か に な っ た 場 合 に 
    は、 委 員 会 に 提 出 し な け れ ば な ら な い。
第 8 条 ： 最 初 の 計 量 検 定 は 無 償 で 行 わ れ る。 そ れ に 続 く 各 計 量 検 定 で は、 検 印 に 
    税 を 徴 収 す る。 そ の 税 額 は 今 後 植 民 地 評 議 会 に 通 知 さ れ、ア レ テ に よ っ   
    て 決 定 さ れ る。
第 9 条 ：1882 年 1 月 1 日 か ら、 上 記 で 定 義 し た 以 外 の 度 量 衡 を 維 持 す る こ と は
全 て の 商 人 に 対 し て 禁 止 さ れ る。
第 10 条 ： 全 て の 不 許 可、 不 備、 変 造 さ れ た 計 量 器 は 廃 棄 さ れ る。
第 11 条 ： こ の ア レ テ の 違 反 は、 刑 法 典 479 条 第 6 項 に 従 っ て 罰 せ ら れ る。
23　1881 年 2 月 21 日コーチシナ知事によって公布された「20 区における市場、商店、船、作
業場でフランス式度量衡制度を用いる」ことを規定したアレテの前文による [AGI 1889 1er: 
117-118]。
東京女子大学　経済研究　第 5号　2017
13
第 12 条 ： 内 務 局 が こ の ア レ テ の 実 施、 執 行 の 責 務 を 負 う。 必 要 な と こ ろ に は ど  
        こ に で も 登 録 し、 公 示 す る。
　
　 つ ま り、 計 量 検 定 員 を 創 設 す る こ と、 計 量 器 は 検 印 を 押 す 必 要 が あ る こ と、 検
定 は 少 な く と も 年 一 回 の 年 次 定 期 計 量 検 定 を 行 う こ と、検 定 員 は 計 量 器 保 有 者（商
人） の 住 所 ま で 赴 き 検 定 を 行 う こ と、 全 て の 未 許 可 計 量 器、 不 正 確 な 計 量 器、 変
造 さ れ た 計 量 器 は 破 棄 さ れ る こ と、 な ど が 決 め ら れ て い る。 計 量 検 定 の 税 額 の 確
定 は 先 延 ば し さ れ て い る が、 ア レ テ 公 布 後 の 3 ヶ 月 後 に あ た る 1882 年 5 月 22
日 に は、 年 次 計 量 検 定 税 が 決 め ら れ た と 報 告 さ れ て い る
24
。 そ の 税 額 は そ れ ぞ れ、
長 さ・重 量・容 積：0.01 ピ ア ス ト ル、 さ お ば か り・天 秤 ば か り：0.04 ピ ア ス ト ル、
台 ば か り ：0.2 ピ ア ス ト ル で あ っ た。
　 筆 者 が 確 認 で き た 計 量 検 定 税 の 金 額 表 は 1887 年 1 月 3 日 に 出 さ れ た 植 民 地 評
議 会 の 議 決 (délibération du conseil colonial)[AGI 1894 1er: 327] で あ る。こ れ に よ る と、
年 次 計 量 検 定 の 税 額 は 以 下 の よ う に 定 め ら れ て い た。長 さ：0.04 ピ ア ス ト ル、重 さ：
0.03 ピ ア ス ト ル、容 積：0.05 ピ ア ス ト ル、天 秤 ば か り：0.13 ピ ア ス ト ル、竿 ば か り：
0.25 ピ ア ス ト ル、 台 ば か り ：0.75 ピ ア ス ト ル。
　1882 年 の も の と 比 べ る と、5 年 間 で 項 目 が 細 分 化 さ れ、 税 額 も 3-6 倍 の 上 昇 が
見 ら れ る。 全 体 的 特 徴 と し て は、 長 さ （定 規） や 容 積 計 量 器 と い っ た、 形 状 が 複
雑 で な い も の は 税 額 が 低 く 抑 え ら れ て い る こ と が わ か る。 一 方 で、 分 銅 な ど が 多
数 あ る 天 秤 ば か り や 竿 ば か り は 検 定 も 複 雑 で 時 間 が か か る た め か 高 額 に な っ て い
る。 も っ と も 税 額 が 高 い 台 ば か り は、 計 量 す る 対 象 が 数 十 キ ロ 単 位 の 重 量 の あ る
も の で あ り、 つ ま り 取 り 引 き 規 模 が 大 き い 大 型 商 店 な ど が 使 用 す る も の で あ る。
そ の た め、 税 額 も 高 額 に 設 定 さ れ て い る。
　1882 年 7 月 31 日 に は、 商 業 上 穀 物 を 計 量 す る 際 の 容 積 単 位 と し て、10 リ ッ
ト ル、20 リ ッ ト ル と 40 リ ッ ト ル の 計 量 器 の 使 用 と 製 作 を 許 可 す る ア レ テ が 公 布
さ れ た
25
。
　 こ う し た 度 量 衡 法 令 史 上 重 要 と な る 1882 年 の ア レ テ と、 そ の 背 景 と な っ た
1881 年 の 特 別 委 員 会 の 設 置 と 報 告 書 作 成、 そ し て 計 量 検 定 の 税 額 の 確 定 は、 全
て コ ー チ シ ナ の 初 代 文 官 総 督、 ル ・ ミ ル ・ ド ・ ヴ ィ レ （Le Myre de Vilers、 在 任
1879-1883 年） の 任 期 中 に 行 わ れ て い る。 ヴ ィ レ は 軍 政 下 の コ ー チ シ ナ を よ り 民
24　TTQGI, RST, 71315-03,  Rapport à Monsieur le Gouvernement Général de l’Indochine (Hanoi, 
le 10 Mars 1919). Le directeur des affaires économiques au Gouvernement Général. Signé : 
GARNIER
25　1898 年 2 月 11 日インドシナ総督によって公布された「特定の容積単位を植民地全域で使う
ことを義務づける」アレテ [JOIF 1898: 252-253]、および 1903 年 7 月 10 日に同じくインド
シナ総督によって「コーチシナについては重量と容積単位についてフランス式制度を導入する」
ことを決めたアレテ [JOIF 1903: 826-828] の前文による。
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主 的 制 度 へ 置 き 換 え る た め 起 用 さ れ、 イ ン ド シ ナ 最 初 の 諮 問 的 代 議 機 関 で あ る
コ ー チ シ ナ 植 民 地 評 議 会 を 設 置 し た 総 督 で あ る [ 太 平 洋 協 会 編 1942: 24]。
　 以 上 か ら、 次 の 3 点 を 指 摘 す る こ と が で き る。 ① コ ー チ シ ナ で は 1860 年 代 前
半 か ら 度 量 衡 へ の 関 心 が 高 く、 統 治 上 最 重 要 な 面 積 単 位 は、 コ ー チ シ ナ 全 域 を 対
象 と し て 早 く か ら ヘ ク タ ー ル が 導 入 さ れ た。 ② 計 量 検 定 な ど 度 量 衡 周 辺 の 幅 広 い
分 野 に ま で 詳 細 な 規 定 が 盛 り 込 ま れ た 法 令 も 公 布 さ れ て い た が、 そ の 範 囲 は 20
区 と い う 非 常 に 限 定 さ れ た 区 画 の み で あ っ た。20 区 は サ イ ゴ ン、チ ョ ロ ン、ザ ー
デ ィ ン と い う 商 業 的 に も 最 も 栄 え て い た 地 域 で あ り、 ま ず そ う し た 商 業 の 中 心 地
か ら の メ ー ト ル 法 の 定 着 を 目 指 し て い た こ と が わ か る。 ③ 穀 物 計 量 の 容 積 単 位 に
関 し て は、1863 年 で は ヴ オ ン ＝ 40 リ ッ ト ル、1870 年 で は ヴ オ ン ＝ 20 リ ッ ト ル、
1882 年 で は そ れ ぞ れ 10 リ ッ ト ル、20 リ ッ ト ル、40 リ ッ ト ル の 容 積 計 量 器 が 認
め ら れ て お り、 手 探 り の 状 態 が 垣 間 見 ら れ る。
　 ① ② ③ を ま と め る と、 メ ー ト ル 法 の 施 行 に つ い て は、 強 権 的 に 一 律 に 実 施 し よ
う と し た の で は な く、 実 現 可 能 な 地 域 を 特 定 し、 現 地 の 慣 習 も 尊 重 し た 形 で の 導
入 が 目 指 さ れ て い た こ と が う か が え る。
　 次 に ア ン ナ ン に つ い て 確 認 す る。1883 年 8 月 25 日 の 第 一 次 フ エ 条 約 に よ っ
て、 ア ン ナ ン は フ ラ ン ス の 保 護 権 を 承 認 し、 ト ン キ ン も 事 実 上 フ ラ ン ス の 統 治 下
に 入 っ た。 ア ン ナ ン（阮 朝）に よ る 度 量 衡 法 の 整 備 は 前 節 に 示 し た と お り で あ る。
1883 年 か ら 1887 年 の 期 間 中、 フ ラ ン ス に よ る ア ン ナ ン に 対 す る 度 量 衡 関 連 法
の 公 布 は 管 見 の 及 ぶ と こ ろ 見 ら れ な い。
　 最 後 に ト ン キ ン で は、1886 年 ポ ー ル・ベ ー ル (Paul Bert, 在 任 1886 年 1 月 -11 月 )
ア ン ナ ン お よ び ト ン キ ン 理 事 長 官 が 度 量 衡 統 一 に 対 し て 非 常 に 強 い 関 心 を 寄 せ て
お り、 メ ー ト ル 法 の 一 律 の 実 施 で は な く、 メ ー ト ル 法 と 調 和 す る 現 地 の 度 量 衡 制
度 を 模 索 す る 研 究 を 始 め て い た
26
。 ベ ー ル は、 イ ン ド シ ナ に お い て 最 初 に 協 同 主
義 （ ３．「（ １） フ ラ ン ス の 対 植 民 地 政 策 」 参 照 ） を 実 践 に 移 し た 科 学 者 出 身 の
理 事 長 官 で あ る。1886 年 1 月 に ア ン ナ ン お よ び ト ン キ ン の 理 事 長 官 に 任 命 さ れ、
同 年 11 月 に ハ ノ イ で 客 死 す る ま で の 短 期 間 し か 統 治 し な か っ た が、 彼 の 施 政 は
フ ラ ン ス の 対 イ ン ド シ ナ 政 策 史 上、 一 新 紀 元 を 画 す る も の と さ え 言 わ れ る [ 太 平
洋 協 会 編 1942: 27]
27
。
　1861 年 か ら 1887 年 9 月 ま で の 期 間 に お い て は、 コ ー チ シ ナ、 ト ン キ ン 共 に、
26　TTLTQG1, RST, 71315-01, 行政・政治局監督官 (M l’inspecteur des affaires Politiques et 
administrative) 兼地方度量衡委員会委員長に対して作成された文書（作成者、日付不詳）。
27    ベールの具体的な政策としては、以下のものがある。アンナンにおいては、阮朝皇帝が「フ
ランスの従僕」と冷視されていた状況を受け、皇帝の信頼回復や間接統治する保護領政策の様
式を定めた。トンキンでは、1886 年四月宣言で民業を圧迫せず、民衆の風習を尊重すること
を約束し、賦役の制限、滞納租税の免除、貧窮地方への補助金、病院その他の慈善施設設立、
現地人評議会や学問機関の創設などを行った [ 太平洋協会編 1942: 28]。　
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統 治 上 注 目 す べ き 改 革、 政 治 を 行 っ た 総 督 に よ っ て 度 量 衡 問 題 が 取 り 上 げ ら れ て
き た こ と が、 大 き な 特 徴 と い え る。
　② 1887 年 10 月以降（仏領インドシナ連邦成立以降）
　 仏 領 イ ン ド シ ナ 連 邦 が 成 立 し て 以 降、 最 初 に 出 さ れ た 度 量 衡 の 法 令 は コ ー チ シ
ナ に 限 定 さ れ た も の で あ っ た。 コ ー チ シ ナ 知 事 は 1891 年 6 月 22 日、 サ イ ゴ ン
と チ ョ ロ ン の 薬 剤 師 の 用 い る 度 量 衡 は 1892 年 7 月 1 日 か ら フ ラ ン ス 式 の 制 度 と
す る こ と を 定 め た [JOIF 1891: 702]。 こ れ は 1881 年 2 月 21 日 の ア レ テ の 規 定 に
順 応 さ せ る た め で あ り、 ま ず ア ジ ア 人 の 薬 剤 師 の た め、 各 店 舗 と 倉 庫 に フ ラ ン ス
語、 ベ ト ナ ム 語 （ク ォ ッ ク ・ グ ー）、 中 国 語 の 3 カ 国 語 併 記 の 度 量 衡 対 照 表 を 掲
示 す る こ と を 定 め て い る。 つ ま り、 こ の 1891 年 の ア レ テ 公 布 は、1881 年 の ア
レ テ が 実 際 に 機 能 し て い な か っ た こ と を 物 語 っ て い る。 ま た、 フ ラ ン ス 植 民 地 政
府 は、 伝 統 的 治 療 法 に 用 い る 薬 草 ・ 薬 剤 の 売 買 ・ 流 通 の 管 理 を 行 っ て い た [ 小 田
　2011: 130] た め、 こ の 分 野 で 早 期 に フ ラ ン ス の 統 一 的 度 量 衡 制 度 を 浸 透 さ せ た
い と い う 意 図 も 読 み 取 れ る。
　 イ ン ド シ ナ 総 督 府 に よ る 度 量 衡 統 一 は、 ポ ー ル ･ ド ゥ メ ー ル （Paul Doumer, 在
任 1897-1902 年） 総 督 以 降、 本 格 的 に 行 わ れ た。 ポ ー ル ･ ド ゥ メ ー ル は、 イ ン ド
シ ナ 連 邦 の 財 政 ・ 行 政 機 構 を 初 め て 体 系 的 に 整 備 し、 植 民 地 支 配 を 完 成 さ せ た 総
督 で あ る。
 ド ゥ メ ー ル 総 督 着 任 以 降、1897 年 か ら 第 1 回 植 民 開 拓 プ ロ グ ラ ム、 耕 地 面 積 測
量 政 策 を 実 施 す る こ と と な り、1897 年 6 月 7 日、 北 部 に お け る 長 さ に 関 す る ア
レ テ が 出 さ れ、 ア ン ナ ン メ ー ト ル （つ ま り ト ゥ オ ッ ク、 thước） は 0.4 メ ー ト ル、
1 マ ウ 　(mẫu)　= 3600 平 方 メ ー ト ル と 定 め ら れ た [JOIF 1897: 481]。 こ の ア レ テ
は 全 4 条 で 構 成 さ れ、 第 2 条 で は 各 省 理 事 官 は 速 や か に 土 地 測 量 の 修 正 を 行 う
よ う 求 め て い る。 第 3 条 で は、 金 属 製 の 原 器 を 各 省 の 法 務 局 に 配 置 し、 こ れ を
不 動 産 に 関 す る 全 て の 紛 争 に 対 す る 根 拠 と す る こ と も 定 め た。 他 方 で、 容 積 や 重
量 単 位 に つ い て は 触 れ ら れ て い な い。 こ れ は、 植 民 地 政 府 に よ る 新 税 制 で は、 よ
り 正 確 な 耕 地 面 積 の 測 量 と 本 格 的 な 金 納 制 へ の 移 行 を 目 指 し て お り、 そ の 関 係 上
度 量 衡 制 度 は 面 積 に 関 す る 単 位 が 最 も 重 要 と な っ た こ と が 背 景 に あ る と 考 え ら れ
る
28
。
　 次 に イ ン ド シ ナ 総 督 府 に よ っ て 決 め ら れ た の は、 金、 銀 や ア ヘ ン の 計 量 に 用 い
ら れ る テ ー ル (taël) で あ る。 イ ン ド シ ナ 総 督 は 1898 年 11 月 24 日、1 テ ー ル は
0.376kg と す る ア レ テ を 公 布 し て い る [JOIF 1898: 990]。
　 こ れ ら ふ た つ の 法 令 公 布 の 間 に、 総 督 府 は コ ー チ シ ナ 地 域 に 限 定 し て 1898 年
28　 それまで 1 マウは 6200 平方メートルであり、1 ドンの税がかけられていた。1897 年には一
単位当たりの面積だけでなく、税率も 1.5 ドンに引き上げられ、実質 2.5 倍の負担増につながっ
た [Hồ Tuấn Dung 2003: 48-49]。
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2 月 11 日 に ア レ テ を 公 布 し て い る [JOIF 1898: 252-253]。 こ れ は、1881 年 に 公
布 さ れ た 全 12 条 に 及 ぶ ア レ テ を 発 展 さ せ た も の で、 全 15 条 で 構 成 さ れ て い る。
こ の 先 1903 年、1911 年 に 公 布 さ れ る イ ン ド シ ナ で 最 も 完 成 さ れ た 法 令 の 基 礎
と な る も の で あ る た め、 具 体 的 な 概 要 を 以 下 に 示 す。（） 内 日 本 語 は 筆 者 補 足。
1898 年 2 月 11 日 の ア レ テ 全 条 文
（1898 年 7 月 1 日 イ ン ド シ ナ 植 民 地 全 域 で 施 行）
第 1 条：1898 年 7 月 1 日 か ら、植 民 地 全 域 で 以 下 の 定 め ら れ た 容 積 単 位 を 用 い る。
　 　 　 　 升 (mesure)、 あ る い は ヴ ォ ン (vuông) ＝ 1 リ ッ ト ル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 　 ＝ 5 リ ッ ト ル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 ＝ 10 リ ッ ト ル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 ＝ 20 リ ッ ト ル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 ＝ 40 リ ッ ト ル
　 　 　 　 こ の 計 量 器 は、 一 級 ブ リ キ で 作 ら れ て い な く て は な ら な い。 補 強 の た め 
    に 鋳 鉄 の 金 環、2 つ の 柄 を 取 り 付 け る。 全 て は 政 府 第 3 事 務 局 に 登 録 さ   
    れ た 型 に 従 う。 高 さ と 直 径 は 等 し い。
第 2 条 ： 市 場 の 農 民 は 自 ら の 負 担 で 計 量 器 一 式 を 備 え る こ と を 義 務 づ け ら れ る。 
    備 え な い 場 合 に は、一 ヶ 月 ご と の 遅 れ と 各 計 量 器 を 備 え な い こ と に 対 し   
    て 100 ピ ア ス ト ル の 罰 金 が 科 さ れ る。
第 3 条 ： 各 監 督 庁 の 会 計 の 係 員 は 容 積 の 計 量 検 定 の 役 割 を 与 え ら れ る。( 役 割 を   
    与 え ら れ た 係 員 は ) 彼 ら の 地 区 の 管 轄 内 に あ る 裁 判 所 か 治 安 法 廷 の 前 で   
     宣 誓 す る。
第 4 条 ： 地 区 の 行 政 長 の 指 導 の 下、 ア レ テ の 実 行、 正 確 な 度 量 衡 の 使 用、 違 反 の 
     確 認 を 行 う 責 務 を 負 う。
第 5 条 ： 記 録 は、 日 付 と サ イ ン は 手 書 き に よ っ て 書 か な く て は な ら な い。 反 証 が 
     提 起 さ れ る ま で は そ れ ら は 正 当 な 証 拠 と な る。
第 6 条  ：容 積 計 量 器 は 使 用 す る 前 に、計 量 検 定 の 事 務 所 で 最 も 基 本 と な る 方 法 で、 
検 印 さ れ な く て は な ら な い。
第 7 条 ：年 に 一 回 計 量 検 定 を 行 い、 新 し い 検 印 を 貼 付 す る。 こ れ 以 外 に も 特 別 検
定、 総 検 定、 部 分 検 定、 あ る い は 個 人 的 な 検 定 を 裁 判 官 が 必 要 と 判 断
し た と き に 行 う。
第 8 条：年 次 計 量 検 定 の た め、 検 定 員 は 各 村 の 村 長 の と こ ろ へ 出 向 か な く て は な
ら な い。 村 長 は 事 前 に 各 商 人 を 決 ま っ た 時 刻 に 集 め、 計 量 検 定 と 検 印 を
受 け る た め に 所 有 し て い る 計 量 器 を 持 参 さ せ る。 計 量 検 定 員 は （そ の）
年 の 検 印 を 持 参 し、 携 帯 用 の 登 録 簿 に 検 定 活 動 を 記 載 す る。
第 9 条 ： 計 量 検 定 員 は 計 量 検 定 税 （徴 収） の た め、 各 村 に 集 団 的 役 割 を 設 け る。
計 量 検 定 税 の 収 入 は 予 算 第 1 章 6 節 の 「雑 収 入」 の 欄 に 記 入 す る。
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第 10 条：各 計 量 検 定 員 は、 計 量 検 定 の た め の ゲ ー ジ を 持 参 し な く て は な ら な い。
容 積 計 量 器 一 揃 い も 原 器 と し て 使 用 す る た め 持 参 す る。
第 11 条 ： 初 回 の 計 量 検 定 は、 計 量 検 定 員 の 事 務 所 で 最 も 基 本 的 な 方 法 で 無 償 で
確 認 す る。 年 次 計 量 検 定 は、 検 印 ご と に 10 サ ン チ ー ム の 税 を 課 す。
不 定 期 検 定、 特 別 検 定 は い か な る 税 の 徴 収 の 根 拠 ・ 理 由 に な ら な い。
第 12 条 ： 不 許 可、 不 備、 変 造 さ れ た 計 量 器 は 全 て 没 収 さ れ 破 棄 さ れ る。
第 13 条 ： こ の ア レ テ の 違 反 は、 刑 法 典 479 条、480 条、481 条 と 482 条 に 従 っ
て 罰 せ ら れ る。 た だ し、 植 民 地 に お い て 有 効 な 刑 法 典 423 条 お よ び
1851 年 3 月 27 日 の 法 律 の 適 用 を 妨 げ な い。
第 14 条 ： 会 計 の 担 当 者 は、 計 量 検 定 の 責 務 を 負 い、 巡 回 費 用 と し て 年 1200 フ
ラ ン 受 け 取 る。 そ の 他 に 行 政 に よ っ て 交 通 費 は 免 除 さ れ る。
第 15 条 ： コ ー チ シ ナ 知 事 は こ の ア レ テ を 実 施 ・ 執 行 す る 責 務 を 負 う。 必 要 な 場
合 に は、 常 に そ れ を 公 示 す る。
　1881 年 の ア レ テ と 比 較 し て、 大 き な 変 更 点 は 以 下 の 8 点 で あ る。
　 第 1 に、 対 象 と な る 度 量 衡 が フ ラ ン ス 式 度 量 衡 全 般 の 適 用 か ら、 容 積 単 位 の み
の 適 用 と な り、 そ の 容 積 単 位 も ベ ト ナ ム の 慣 習 で 用 い ら れ て き た ヴ オ ン と い う 単
位 名 の 使 用 が 認 め ら れ た。
　 第 2 に、 対 象 地 域 は 20 区 の み か ら 植 民 地 全 体 （つ ま り 直 轄 植 民 地 で あ る コ ー
チ シ ナ 全 域） に 拡 大 さ れ た。 こ れ ら 2 点 か ら、 商 業 中 心 地 以 外 で は、 フ ラ ン ス 式
度 量 衡 制 度 を 最 初 か ら 目 指 す の で は な く、 も っ と も 多 種 多 様 な 計 量 器、 単 位 が 使
用 さ れ て い た 容 積 に 関 し て、 最 初 に 統 一 を 図 ろ う と し た こ と が 読 み 取 れ る。
　 第 3 に、 罰 則 に つ い て は 新 た に 第 2 条 が 加 え ら れ、 罰 金 が 科 さ れ る こ と と 罰
金 の 額 が 明 示 さ れ た。 罰 金 の 額 も 100 ピ ア ス ト ル と 非 常 に 高 額 な 金 額 が 提 示 さ
れ て い る。
　 第 4 に、 計 量 検 定 員 は 新 た に ス タ ッ フ を 設 け る （ 増 員 す る ） の で は な く、 各
監 督 庁 の 会 計 が 兼 務 す る こ と に な っ た （第 3 条）。 第 5 に、 計 量 検 定 員 は 個 人 個
人 の 商 人 の 住 所 に 赴 い て 検 定 を 行 う 方 法 で は な く、 村 ご と に ま と ま っ て 一 度 に 検
定 を 行 う こ と に な り、 各 村 に は 計 量 検 定 税 の 徴 収 を 担 う 集 団 が 設 け ら れ た （第 8
条、 第 9 条 ）。 第 6 に、 年 次 計 量 検 定 の 税 額 は 1 検 印 に つ き 一 律 10 サ ン チ ー ム
に 定 め ら れ た。 第 7 に、 計 量 検 定 員 の 具 体 的 な 手 当 支 給 額 が 明 示 さ れ た （第 14
条）。第 8 に、計 量 検 定 員 の 職 務 内 容 に つ い て の 細 か い 内 容 が 追 加 さ れ た（第 4 条、
第 5 条）。
　 第 4 か ら 第 8 は、全 て 計 量 検 定 員 に つ い て の 規 定 で あ る が、こ れ は 既 存 の ス タ ッ
フ を 兼 務 さ せ る こ と で 予 算 を 縮 小 す る 代 わ り に、 計 量 検 定 実 行 の 際 の 負 担 を 軽 減
さ せ る こ と が 目 的 と 思 わ れ る。 ま た、 計 量 検 定 が 統 一 的 に、 か つ 全 地 域 で 同 質 の
内 容 で 行 わ れ る よ う、 検 定 の 業 務 内 容 に つ い て も よ り 細 か い 規 定 が 追 加 さ れ て い
る。
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　 そ の 後、 容 積 単 位 の み な ら ず、 重 量 に 関 し て も、 単 位 名、 メ ー ト ル 法 換 算 値、
計 量 検 定、 計 量 器 製 造 関 連 項 目 ま で 備 え た 体 系 的 な ア レ テ が 総 督 に よ り 1903 年
7 月 10 日 に 公 布 さ れ た [JOIF 1903: 826-828]。 こ の ア レ テ は 全 20 条 で 構 成 さ れ て
い る。 主 な 内 容 は、表 1 に 挙 げ ら れ た 度 量 衡 制 度 を コ ー チ シ ナ 全 域 で 実 施 す る こ
と （第 1 条） で あ る。
  表 1 に 挙 げ ら れ た 制 度 を 実 行 す る た め、 第 2、3、4、6 条 は、 計 量 器 の 素 材、
形 状 に つ い て 細 か く 規 定 さ れ て い る。 第 5 条 は、 公 式 ピ ク ル は 60kg に 固 定 す る
こ と が 挙 げ ら れ て い る。 第 7 条 か ら 第 20 条 は、1898 年 2 月 11 日 の ア レ テ 第 2
条 か ら 第 15 条 に そ れ ぞ れ 対 応 し て お り、 全 く 同 じ 内 容 で あ る
29
。
　 　 　 　
29    1898 年 2 月 11 日のアレテと比較すると、以下の 2 つの条が本文が完全には一致しない。そ
の箇所は、第 14 条で「第 6 節」が欠落していること、第 19 条では計量検定員の手当が具体
的な額の提示から「1897 年 7 月 3 日に定めた巡回費用の手当を受け取る」と変更されてい
ることである。上記 2 つは、注目すべき大きな変更、修正ではない。　
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表 1　1903 年 の ア レ テ 第 1 条 で 提 示 さ れ た 新 度 量 衡 制 度
現地新単位名 メートル法・十進法における相当量 計量器の形状と素材
基本単位
1　ドン・カン・タイ
（dồng cân tây）
倍量単位
2　ドン・カン・タイ 2グラム
5　ドン・カン・タイ 5　グラム
10　ドン・カン・タイ 10　グラム
20　ドン・カン・タイ 20　グラム
50　ドン・カン・タイ 50　グラム
100　ドン・カン・タイ 100　グラム
200　ドン・カン・タイ 200　グラム
500　ドン・カン・タイ 500　グラム
1　カン・タイ（cân tây） 1　キログラム。　0.01ピアストル硬貨100枚分の重さ
（1セント：フランス共和国の肖像がフランスで刻印された、
穴の空いていないもの）
2　カン・タイ 2　キログラム
10　カン・タイ 10　キログラム
20　カン・タイ 20　キログラム
50　カン・タイ 50　キログラム
1　タ(ta)あるいはピクル(picul) 60　キログラム
100　カン・タイ 100　キログラム
1000　カン・タイ 1000　キログラム
分量単位
5　タック・ドン・タイ
（tâc dồng tây）
2　タック・ドン・タイ 2　デシグラム、グラムの10分の2
1　タック・ドン・タイ 1　デシグラム、グラムの10分の1
1 リー・ドン・タイ 1　ミリグラム、グラムの1000分の1
基本単位
ヴオン・１・バット・タイ 　　　ブリキ製で補強のために
（vuông 数 bat tây） 金環をつけた計量器
ブオン・2・バット・タイ 2　リットル、リットルの2倍
ヴオン・5・バット・タイ 5　リットル
ヴオン・10・バット・タイ 10　リットル ブリキ製で補強のために
ヴオン・20・バット・タイ 20　リットル 金環をつけた計量器
ヴオン・1・ザ　
（vuông 数 gia）
ヴオン・50・バット・タイ 50　リットル、1ヘクトリットルの半分
ヴオン・100・バット・タイ 100　リットル、1　ヘクトリットル 0.5ヘクトリットルと同量の計量器
ヴオン・5・ハップ・タイ 5　デシリットル、リットルの10分の5
（vuông 数 hạp tây）
ヴオン・2・ハップ・タイ ２　デシリットル、リットルの10分の2
ヴオン・1・ハップ・タイ 1　デシリットル、リットルの10分の1
ヴオン・１・トウォック・タイ 1　センチリットル、リットルの100分の1
（vuông 数 thuoc tây）
(出所)Journal Officiel de l’Indochine française 1903年p.826より筆者作成。
注：つづり、発音・声調記号は原文のまま。
重量で確認する計量器
重量単位
グラム、キログラムの1000分の一 銅製円柱状の分銅
銅製円柱状の分銅
鋳鉄の分銅
分量単位
ブリキ製の計量器
5　デシグラム、グラムの10分の5
真鍮の薄片
容積単位
1　リットル、1立方デシメートル
倍量単位
40　リットル
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　 こ の ア レ テ か ら、 制 度 と し て は 基 本 的 に メ ー ト ル 法 に よ る が、 単 位 名 の 表 記 は
ベ ト ナ ム 語 に 訳 さ れ て お り、 現 地 語 読 み を 尊 重 し た 形 で 導 入 さ れ た こ と が わ か
る。 さ ら に、 十 進 法 の 単 位 名 の 他 に、60kg は ピ ク ル、 あ る い は タ、40 リ ッ ト ル
は ザ と、 米 穀 の 取 引 で 商 業 上 使 わ れ て い た 主 要 単 位 も 組 み 込 ま れ て い る。1898
年 の ア レ テ で は、40 リ ッ ト ル の 計 量 器 は あ っ た に も か か わ ら ず、 こ の 「ザ」 は
単 位 名 と し て 挙 げ ら れ て い な か っ た。 こ の 5 年 間 で、ザ は ヴ ォ ン と 並 び 慣 習 の 中
に 根 強 く 定 着 し て い る 単 位 と し て、 新 た に 認 識 さ れ た 可 能 性 が あ る
30
。
　 コ ー チ シ ナ に お い て こ の ア レ テ の 意 味 合 い は、1898 年 に 容 積 の 単 位 と 計 量 器
を 規 定 し た が、 次 の 段 階 と し て 容 積 に 加 え て 重 量 単 位 に つ い て も、 メ ー ト ル 法 と
合 わ せ た 制 度 を 導 入 し た こ と、 と い え る。
　 同 じ く 1903 年 7 月 10 日 に、 上 記 の ア レ テ の 第 1 条 か ら 第 5 条 は、 イ ン ド シ
ナ 全 域 で も 適 用 す る こ と が 定 め ら れ た [JOIF 1903: 828]。 つ ま り、 イ ン ド シ ナ 全 域
で は 第 7 条 以 下 の 計 量 検 定 に 関 す る 規 定 は 除 外 し、ま ず 度 量 衡 の 制 度 と 計 量 器 に
つ い て 周 知 さ せ る 方 向 で あ る こ と が 読 み 取 れ る。 表 1 を 実 施 す る に は、重 量 の 計
量 器 の 種 類、 素 材、 形 状 を 規 定 し た 第 6 条 も 同 様 に 適 用 す る 必 要 が あ る が、 こ こ
で は 除 外 さ れ て い る。 こ れ が 意 図 的 に 外 さ れ た と す れ ば、 そ の 理 由 は お そ ら く、
は か り と 分 銅 一 式 を 新 た に 備 え る に は コ ス ト も 高 く、 コ ー チ シ ナ と 比 較 し て 度 量
衡 に 関 し て ま だ 法 整 備 も 進 ん で い な い ト ン キ ン と ア ン ナ ン、 ラ オ ス、 カ ン ボ ジ ア
で は 現 実 的 で は な い と 判 断 さ れ た た め で は な い か。
　 こ の 時 期 発 信 さ れ た 度 量 衡 に 関 連 す る 通 達 に 目 を 向 け る と、1898 年 お よ び
1901 年 に 「度 量 衡 統 一 草 案 に 対 す る 意 見」
31
と 「各 省 に お け る 度 量 衡 実 態 調 査 依
頼」
32
の 通 達 が 出 さ れ て い る。1903 年 の 2 つ の ア レ テ は ド ゥ メ ー ル 総 督 時 代 か ら
草 案 が 練 ら れ、 準 備 さ れ て き た も の だ と わ か る。
　1903 年 の ア レ テ に 関 し て で あ る が、 コ ー チ シ ナ で 2 回 に わ た っ て 条 文 の 修 正
が 行 わ れ て い る。 最 初 は 1905 年 3 月 7 日 の 総 督 府 に よ る ア レ テ で、1903 年 の
ア レ テ 第 7 条 が 以 下 の よ う に 変 更 さ れ た。
　1903 年 ア レ テ 第 7 条 ： 一 律 に 市 場 の 農 民 に 対 し て 自 己 負 担 で 計 量 器 を 揃 え、
揃 え ら れ な い 場 合 は 計 量 器 一 つ に 対 し、 一 ヶ 月 の 遅 れ
ご と に 100 ピ ア ス ト ル の 罰 金 を 科 す。
　1905 年 3 月 7 日 の ア レ テ ： 行 政 官 と 各 省 理 事 官 は 個 別 の 事 案 の 場 合 に は、 各
市 場 の 経 営 仕 様 書 の 中 に 挿 入 さ れ た 条 項 に よ っ
30　 ザはヴォンとほぼ同等に用いられていた単位で、少なくとも 16 世紀以降から使われている [ 関
本  2014: 132-133]。コーチシナの各省から報告された商業統計においても、米の計量単位
としてザとヴォンが用いられていることが確認できる [ 関本 2014: 127-129, 137-138]。
31　 この通達に関する分析は関本 [2014:147-157] 参照。
32　 この通達に関する分析は関本 [2014:177-195] 参照。
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て、 重 量 と 容 積 の 計 量 を 決 定 す る。
　1903 年 で は、 全 員 に 自 己 負 担 で 計 量 器 を 揃 え さ せ、 揃 え ら れ な い 場 合 は 一 律
高 額 の 罰 金 が 一 か 月 ご と に か け ら れ る と 明 確 に 示 さ れ て い る。 一 方 1905 年 の 修
正 後 で は、 市 場 内 の 重 量、 容 積 の 計 量 は 行 政 官、 各 省 理 事 官 の 裁 量 に 任 せ ら れ る
こ と に な っ た。 つ ま り 計 量 器 の 違 反 に 対 し て、 そ れ ぞ れ 個 別 的 対 応 が 認 め ら れ る
こ と と な っ た。 こ の こ と は、 新 し い 計 量 器 を 自 己 負 担 で 揃 え る こ と に 対 し て 批 判
が 多 か っ た、 あ る い は 難 航 し た こ と が 背 景 に あ っ た と 考 え ら れ る。
　 も う ひ と つ は、1909 年 10 月 9 日 に 同 じ く 総 督 府 に よ っ て 出 さ れ た ア レ テ で、
1903 年 の 第 9 条 が 補 完 さ れ て い る。 こ の 第 9 条 は、 計 量 器 の 不 正 は 計 量 検 定 員
が 取 り 締 ま る こ と を 規 定 し て い る が、1909 年 で は、「税、 関 税 の 係 員、 憲 兵、 ベ
ト ナ ム 社 会 の 現 役 の 地 方 権 力 者 も 違 反 を 確 認 す る こ と が で き る。 ま た、 計 量 検 定
員 に 提 出 し て 判 断 を 仰 ぐ た め、 そ の 計 量 器 を 押 収 す る こ と が で き る」 と 追 加 さ れ
た。 こ こ か ら、 計 量 検 定 員 の み で は 負 担 も 大 き く、 そ の 数 も 十 分 で は な か っ た 状
況 が あ っ た こ と が わ か る。 し か し 増 員 す る こ と も 困 難 で あ る た め、 他 の 職 務 を 担
当 す る 人 員 の 兼 務 を 認 め る 決 定 を 下 し た こ と に な る。
　 こ れ ら ふ た つ の 条 項 の 修 正、 追 加 は、 よ り 実 態 に 即 し た 形 で 実 際 に 1903 年 の
ア レ テ を 実 体 化 し よ う と し て い る こ と が 読 み 取 れ、 あ る 程 度 コ ー チ シ ナ で は こ の
ア レ テ が 機 能 し て い た、 あ る い は 機 能 さ せ よ う と し て い た こ と が わ か る。
　1911 年 10 月 27 日 に は、 共 和 国 大 統 領 に よ っ て 署 名 さ れ た デ ク レ が 公 布 さ れ
る [JOIF 1911: 2655-2657]。 し か し こ の デ ク レ は、1903 年 に 公 布 さ れ た ア レ テ の
内 容 と ほ ぼ 同 じ で あ り、 施 行 範 囲 が イ ン ド シ ナ 全 土 で は な く コ ー チ シ ナ に 限 ら れ
て い る。 つ ま り、1903 年 に お い て は 総 督 が ア レ テ を 出 し、 そ の 後 現 地 の 状 況 を
見 定 め た 上 で、 実 現 可 能 な 地 域 に 限 定 し て よ り 上 級 組 織 で あ る 共 和 国 大 統 領 が デ
ク レ を 再 公 布 し た こ と が 確 認 さ れ た。
　1903 年 の ア レ テ と 1911 年 の デ ク レ を 比 較 し て 最 も 大 き な 特 徴 は、 重 量、 容 積
に 加 え て 長 さ の 単 位 も 規 定 さ れ た こ と で あ る。具 体 的 に は 1 ト ゥ オ ッ ク ＝ 1 メ ー
ト ル と し、 そ の メ ー ト ル の 倍 量 単 位 と 分 量 単 位 を 含 め 適 用 す る こ と が 定 め ら れ
た。 こ れ に よ っ て、 法 律 上 コ ー チ シ ナ で は 度・量・衡 3 つ の 単 位 系 が メ ー ト ル 法
に よ っ て 規 定 さ れ、 統 一 的 制 度 を 用 い る こ と に な っ た。
　 そ れ 以 外 に、1903 年 の ア レ テ と 1911 年 の デ ク レ で 趣 旨 が 大 き く 異 な る よ う
な 条 項 の 変 更 は 行 わ れ て い な い。 第 2 条 か ら 15 条、17 条 か ら 19 条 は 1903 年
の ア レ テ と 同 じ で あ る。 そ の 他、 細 か な 相 違 点 は、 以 下 の よ う に な る。
　 ① 第 1 条 に 関 し て：「1 セ ン チ グ ラ ム ＝ 1 phât đông tây」が「1 phân đông tây」と な っ
て お り、 ベ ト ナ ム 語 の ス ペ ル ミ ス が 訂 正 さ れ て い る。
　 ま た、 計 量 器 の 形 状 と し て、1903 年 の ア レ テ で は 1-20g の 分 銅 は 銅 製 の 円 柱
状 の 形 状 と さ れ、50g か ら 50kg の 分 銅 は 鋳 鉄 の 分 銅 を 用 い る こ と に な っ て い る が、
1911 年 の デ ク レ で は 1g か ら 50kg ま で、 全 て の 分 銅 は 銅 製 の 円 柱 状 の 形 状 を 持
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つ も の に な っ て い る。
　 ② 第 16 条 に 関 し て ：1903 年 の ア レ テ は、 年 次 計 量 検 定 税 は 検 印 ご と に 10 サ
ン チ ー ム で あ っ た が、1911 年 で は 初 回 は 無 償 で 行 い、 年 次 計 量 検 定 で は 長 さ ：
0.08 ピ ア ス ト ル、 重 量 ：0.06 ピ ア ス ト ル、 容 積 ：0.1 ピ ア ス ト ル、 竿 ば か り ：0.2
ピ ア ス ト ル、 天 秤 ば か り ：0.4 ピ ア ス ト ル、 台 ば か り ：1.25 ピ ア ス ト ル に 変 更 さ
れ た。 こ れ は 1881 年 か ら 1898 年 ま で 適 用 さ れ て い た、 計 量 器 の 種 類 に よ っ て
税 額 を 変 更 す る 方 法 が 再 度 導 入 さ れ た こ と に な る。
　 ③ 第 20 条 に 関 し て：法 の 実 行 責 任 者 が、1903 年 で は コ ー チ シ ナ 知 事 の み で あ っ
た が、1911 年 の デ ク レ で は 植 民 地 省、 司 法 大 臣、 法 務 省 と な り、 よ り 上 級 機 関
が 責 任 を 負 う こ と に な っ た。
　 以 上 が、1911 年 デ ク レ の 内 容 で あ る が、1905 年、1909 年 に 行 わ れ た 条 項 の 変 更、
修 正 が 全 く 生 か さ れ て い な い こ と も 指 摘 し な く て は な ら な い。 ま た、 法 の 実 行 責
任 者 の 中 に イ ン ド シ ナ 連 邦 の 行 政 機 関、 組 織 名 が 一 つ も あ げ ら れ て い な い。 つ ま
り、 こ の デ ク レ は 形 式 上 公 布 さ れ た と 考 え る こ と も で き、 実 行 可 能 性 に つ い て は
疑 問 を 持 た ざ る を 得 な い
33
。
　 一 方、 保 護 国 に 対 し て は、1912 年 8 月 26 日、 ア ル ベ ー ル・サ ロ ー 総 督 に よ っ
て 外 国 発 祥 の 度 量 衡 の 使 用 が 禁 止 さ れ る ア レ テ が 出 さ れ た [JOIF 1912: 1763]。 全
7 条 の こ の ア レ テ は、 保 護 国 に お い て は メ ー ト ル 法 施 行 ま で、 メ ー ト ル 法 以 外 に
現 地 で 慣 用 化 し て い る 度 量 衡 の み 認 め る も の で、 そ の 他 全 て の 外 国 発 祥 の 度 量
衡、 特 に 天 秤 ば か り、 あ る い は イ ギ リ ス の リ ー ブ ル の 目 盛 り が つ い た 台 ば か り
を 厳 し く 禁 止 す る、 と い う も の で あ る （ 第 1 条 ）。 一 方 で、 ト ン キ ン で 1897 年
6 月 2 日 の 1 ト ゥ オ ッ ク を 規 定 し た ア レ テ の 条 項 と、 イ ン ド シ ナ 全 域 で 公 式 ピ ク
ル ＝ 60kg と し た 条 項 を 含 む 1903 年 7 月 10 日 の ア レ テ 1-5 条 は 維 持 さ れ る、 と
し て い る。 統 一 的 度 量 衡 制 度 を 適 用 し た い が、な か な か 浸 透 し な い 現 状 に 対 し て、
保 護 国 で は ま ず 外 国 製 の も の か ら 排 除 し て い こ う と す る も の で あ る。 度 量 衡 に 関
し て、 ま ず 外 国 勢 力 の 中 で、 フ ラ ン ス の 権 限、 力、 勢 力 を 優 勢 に さ せ る こ と が 目
的 で あ っ た と 考 え ら れ る。
　 こ う し た 外 国 製 の 計 量 器 を 取 り 締 ま る 人 員 と し て は、 計 量 検 定 員 を 設 け た り、
検 定 員 と い う 役 職 名 を 兼 任 す る 人 員 を 確 保 す る の で は な く、 ① 司 法 警 察 員、 ② 警
察 官、③ 権 限 を 付 与 さ れ た 公 務 員、④ 関 税 と 税 お よ び 公 共 事 業 を 担 当 す る ヨ ー ロ ッ
パ 官 吏、 ⑤ 水 運 警 察 官、 が そ の 役 目 を 負 う と し て い る。 外 国 製 の 度 量 衡 を 問 題 に
し た こ と も な く、 早 い 時 期 か ら 計 量 検 定 員 に つ い て 言 及 さ れ て い た コ ー チ シ ナ と
は か な り 異 な る 様 相 を 呈 し て い る。
　 こ の ア レ テ は、 公 布 4 ヶ 月 後 の 1912 年 12 月 23 日 に、 以 下 の よ う に 変 更 さ れ
た [JOIF 1912: 2512]。
33　 1927 年には、トンキンでこの 1911 年のデクレの適用可能性について問う通達が出されてい
る [ 関本 2014: 167-174]。つまり、トンキンでの法案作成のひな型として取り上げられていた。
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　 第 1 に、適 用 さ れ る 地 域 が 「イ ン ド シ ナ 保 護 国」 に 加 え て 「ハ ノ イ 市、ハ イ フ ォ
ン 市 と ツ ー ラ ン 市」 が 追 加 さ れ た。「市」 は 自 治 権 を 持 つ 特 別 行 政 区 で あ る た め、
よ り 明 確 に 特 別 行 政 区 も 含 め た 保 護 国 全 域 で 施 行 す る こ と を 提 示 し た も の と い え
る。
　 第 2 に、 禁 止 対 象 と な る 外 国 の 計 量 器 に つ い て の 既 述 が、「外 国 発 祥 の 全 て の
計 量 器」 か ら 「外 国 の 目 盛 り の つ い た 全 て の 計 量 器」 と 改 め ら れ て い る。 こ の 意
図 は、 使 っ て い る 目 盛 り が リ ー ブ ル と い っ た 外 国 式 の 度 量 衡 制 度 で な け れ ば、 計
量 器 自 体 が 外 国 製 で も 良 い と い う こ と で あ る。 フ ラ ン ス の 目 盛 り の つ い た 外 国 製
の 計 量 器 の 使 用 を 許 可 す る よ う 求 め た 意 見 が 反 映 さ れ て い る （後 述）。
　 第 3 の 変 更 点 は、 違 反 し た 際、 そ の 処 分 の 根 拠 と さ れ る 法 令 が、1851 年 3 月
27 日 の 法 (loi) か ら、1905 年 8 月 1 日 の 法 へ 変 更 さ れ た こ と で あ る
34
。
　 こ の 修 正 の 背 景 を 示 唆 す る 史 料 が 残 さ れ て い る。 そ れ は、 中 国 人 の 帮 代 表 者 が
ア レ テ に 異 議 を 唱 え て ト ン キ ン 理 事 長 官 に 宛 て て 送 っ た 書 簡 と、 彼 ら を 養 護 す る
弁 護 士 か ら ト ン キ ン 理 事 長 官 に 送 ら れ た 書 簡 で あ る。
　 前 者 は、1912 年 10 月 15 日 に ト ン キ ン の 主 要 各 省 に お け る 広 東、 福 建 と い っ
た 帮 の 代 表 者 に よ っ て 作 成 さ れ た も の で、各 帮 の 印 鑑 と 署 名 が つ け ら れ て い る（写
真 1、 写 真 2、 写 真 3 参 照）
35
。
　
　
34　 違反した場合、刑法典 479、480、481、482 条に従って罰せられるとしているのは両アレ
テとも同じである。理由がある場合に依拠する方としてあげられているのが変更前は 1851
年の法であり、変更後は 1905 年の法である、ということである。
35 　TTLTQG1, RST, 71315-02。Lettre: les chefs des congrégations chinoises soussignés à 
Monsieur le Résident Supérieur au Tonkin(le 15 octobre 1912). この書簡の最後には、フラン
ス語で各帮と帮の所在地が記載されており、その下に各帮の印鑑と署名がされている。各帮
と所在地は以下の通り。広東帮長 : ハノイ、ナムディン、福建帮長 : ハノイ、広東および福建
帮長 : ハイズォン、バックニン、ニン・ザン府（ハイズォン省）、タイビン、バックザン。フ
ランス語で広東および福建帮長と書かれていても、印鑑は広東のものだけの場合もある。また、
最後のバックザンの広東および福建帮長は、フランス語の項目のみで実際印鑑や署名はない。
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　 　 　 写 真 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 写 真 2　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 写 真 3
                                                                              
　 写 真 1，2、3
　1912 年 10 月 15 日 に 中 国 の 帮 代 表 者 に よ っ
て 作 成 さ れ た 書 簡。
TTLTQG1, RST, 71315-02。 Lettre: les chefs des 
congrégations chinoises soussignés à Monsieur le 
Résident Supérieur au Tonkin(le 15 octobre  1912).
　 彼 ら は、 中 国 人 に 対 し て こ の ア レ テ
に 順 応 す る た め の 猶 予 期 間 を 与 え る 指
示 を、各 省 理 事 官、ハ ノ イ 市 長、ハ イ フ ォ
ン 市 長 に 出 す よ う ト ン キ ン 理 事 長 官 に
要 望 し て お り、 そ の 猶 予 期 間 は 少 な く
と も 2 年 は 必 要 だ と し て い る。 そ の 理
由 と し て、 ト ン キ ン に は 約 2000 台 の
イ ギ リ ス 式 台 ば か り が あ り、 そ れ ぞ れ 70 ピ ア ス ト ル の 価 格 で あ る。 フ ラ ン ス 式
は 1 台 30-70 ピ ア ス ト ル す る の で、全 体 で 1000 万 ピ ア ス ト ル も の 費 用 が か か り、
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小 規 模 の 商 人 に は こ の 費 用 負 担 は 不 可 能 だ と し て い る。
　 後 者 の 弁 護 士 か ら ト ン キ ン 理 事 長 官 に 宛 て た 11 月 12 日 の 書 簡
36
で は、 中 国 人
と ベ ト ナ ム 人 の 商 人 達 が こ の ア レ テ を 実 行 す る こ と は 無 理 だ と 訴 え て き て い る こ
と を 報 告 し、 フ ラ ン ス の 台 ば か り を 購 入 す る 準 備 期 間 と し て、 法 の 執 行 を 3 ヶ 月
保 留 す る よ う 要 望 し て い る。 ま た、 こ の ア レ テ の 条 文 で は、 フ ラ ン ス 式 の 目 盛 り
の つ い た 外 国 製 の 計 量 器 が 許 可 さ れ て い な い と し て、 フ ラ ン ス 以 外 の 外 国 の 目 盛
り が つ い た は か り を 使 用 禁 止 に す る と 明 記 す る よ う 求 め て い る。
　 こ こ か ら、 台 ば か り の ほ と ん ど は 外 国 製 で あ り、 そ う し た 大 量 の 計 量 を 必 要 と
す る 大 規 模 商 人 の 多 く は 中 国 人 で あ っ た た め、 特 に 中 国 人 商 人 か ら の 強 い 反 発 を
招 い た こ と が わ か る
37
。
　 ま た、1912 年 9 月 6 日 に、 ト ン キ ン 理 事 長 官 は “Fairbanks U.S.A” と 印 さ れ て い
る ア メ リ カ の は か り で、 英 国 の リ ー ブ ル の 目 盛 り が つ け ら れ た も の を 中 国 人 の 貿
易 商 が 使 っ て お り、 こ れ が メ ー ト ル 法 と 同 時 に 使 わ れ る と 混 乱 す る 恐 れ が あ る こ
と、 ま た こ の 混 乱 は 現 地 人 の 不 利 益 を 犠 牲 に し て 中 国 人 の 利 益 に つ な が る こ と
を 挙 げ、 実 際 こ の は か り の 使 用 状 況 に つ い て 報 告 す る よ う 通 達 が 出 さ れ て い る
38
。
こ れ に 対 し、 ニ ン ビ ン 省 か ら の 興 味 深 い 報 告 が 残 さ れ て い る
39
（写 真 4、5 参 照）。
　
　
　
36　 TTLTQG1, RST, 71315-02。Lettre: Monsieur Ferrand, Avocat-défenseur à Monsieur le 
Résident Supérieur au Tonkin(le 12 novembre 1912).
37　外国製のはかり（台ばかりを含む計量器）の使用を報告している省も見られる。外国製はか
りの使用が禁止されるのが 1912 年であるから、その 1 年前の報告となる。ハイフォン市では、
中国人は英国の台ばかり :100 リーブル＝約 45kg を使っているとしている。バックニン省は、
このリーブルは 4 貫銭と 15 銭＝ 255 銭、ヴィンイエン省もヨーロッパと取引のある地域で
は、ヨーロッパのはかりや台ばかりを使うとして、リーブル＝ 4.5 貫銭で使うところもある
と報告している。ハイズオン省では、中国人の米買入人が使うアメリカの台ばかりを使う際は、
カン・バン (cân bang) ＝ 44.6kg という単位が使われるとしている [ 関本　2014: 205]。
38　TTLTQG1, RST, 71315-02。Lettre circulaire. 1er bureau.  Le Résident Supérieur au Tonkin à 
Résidents chefs de province et commandants Territoire Militaire. A.s. usage de balances 
granduées ou mesures étrangères (le 6 septembre 1912).
39　TTLTQG1, RST, 71315-02。Letter l’administrateur de 3ème classe Bride Résident de France à 
Ninh Binh à Monsieur le Résident Supérieur au Tonkin. A.s. de l’application de l’arrêté du 26 
Aout 1912 interdisant l’emploi des mesures étrangères(le 22 novembre 1912).
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　 　 　 　 　 　 写 真 4　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 写 真 5
　 　 　
　 写 真 4、 写 真 5
　 ア メ リ カ の は か り “Fairbanks U.S.A” に 関 す る ニ ン ビ ン 省 か ら の 報 告。
　 写 真 5 は ス ケ ッ チ 部 分 の 拡 大。 は か り の 台 座 下 部 に、 “Fairbanks U.S.A” の 文 字 が 見 え る。
TTLTQG1, RST, 71315-02。Letter l’administrateur de 3ème classe Bride Résident de France à Ninh Binh à Monsieur 
le Résident Supérieur au Tonkin. A.s. de l’application de l’arrêté du 26 Aout 1912 interdisant l’emploi dé mesures 
étrangères(le 22 novembre 1912).　
　
　 ニ ン ビ ン 省 の 理 事 官 は、 こ の は か り を 使 っ て メ ー ト ル 法 へ の 換 算 方 法 が あ る こ
と を 報 告 し て い る。 リ ー ブ ル の 銅 製 分 銅 A と 滑 り 金 具 B は C と D、C と E の 間 を
動 く こ と が で き （写 真 5 参 照）、 そ の 滑 り 金 具 と い う の は D か ら E の 間 で 1kg の
差 を 量 る こ と が で き る、 と あ り、 理 事 官 自 身 も 実 際 こ の 方 法 を 試 し て、 そ れ は う
ま く 機 能 し て い る と 述 べ て い る。 さ ら に こ う し た 変 換 を 許 可 す る 権 限 を 与 え て 欲
し い と 要 望 し て い る。
　 こ れ ら の 書 簡 だ け で な く、 他 に も 多 く の 反 対 意 見 が あ っ た と 考 え ら れ る。
1912 年 10 月 22 日 に ト ン キ ン 理 事 長 官 が 各 省 に 出 さ れ た 通 達
40
に は、「1912 年 8
月 26 日 の ア レ テ の 適 用 を 延 期 す る よ う 多 く の 要 求 が 出 さ れ た が、 ト ン キ ン 理 事
40　TTLTQG1, RST, 71315-02。Note postale cerculaire, le Résident Supérieur au Tonkin à 
Résidents chefs de province et commandants Territoire Militaire et Maires de Hanoi et de Hai 
Phong (le 22 octobre 1912).
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長 官 府 は い か な る 延 期 も 認 め な い」 と 明 記 さ れ て い る。 つ ま り、 多 数 の 反 対 意 見
や 代 替 案 が 出 さ れ て い た が、 施 行 の 延 期 の 要 望 に つ い て は 聞 き 入 れ ら れ な か っ た
こ と に な る。 ま た、 ニ ン ビ ン 省 か ら 出 さ れ た ア メ リ カ 製 の は か り の メ ー ト ル 法 換
算 方 法 な ど も、 条 項 の 修 正 に 生 か さ れ て い な い。
　 こ こ で、 ベ ト ナ ム の 商 取 引 に お け る 中 国 人 の 役 割 に つ い て 触 れ て お き た い。 ト
ン キ ン の 商 取 引 に お い て、 日 常 的 に 行 わ れ る 売 買 は ベ ト ナ ム 人 同 士 の 間 で 完 結 し
て お り、 中 国 人 は 介 在 し て い な い。 一 方 で、 輸 出 用 の 米 の 買 い 入 れ を 主 に 行 う 中
国 人 は、 各 地 に 点 在 す る 同 郷 の 組 織 で あ る 帮 と 密 接 に つ な が っ て お り、 独 自 の 情
報 網 を 持 っ て い た [ 関 本 2014: 156]。 つ ま り そ れ ぞ れ の 役 割 や 行 動 範 囲 が 明 確 に
区 別 さ れ て い た。 南 部 に お け る 米 の 売 買 に つ い て は、『九 龍 地 誌』 に 興 味 深 い 記
述 が み ら れ る。「商 売 上 手 な の は 元 華 僑 の ベ ト ナ ム 人 で、 ベ ト ナ ム 人 は 遠 く に 行
き た が ら ず、 狭 い 範 囲 で し か 売 買 し な い [Trần Thanh Phương 1989: 48]」。 こ の 記 述
か ら も、 米 穀 取 引 に 関 し て 輸 出 に か か わ る 大 量 取 引 を 担 当 し た 華 僑、 華 人 と、 自
給 セ ク タ ー 内 で の 売 買 で 完 結 し て い た ベ ト ナ ム 人 の 棲 み 分 け が あ っ た こ と が わ か
る。
　 度 量 衡 の 事 例 か ら、 重 量 の あ る 計 量 に 用 い ら れ て い た 台 ば か り の 変 更 に 関 し
て、 特 に 中 国 人 か ら の 要 望、 意 見 や 強 い 反 発 が 見 ら れ た。 こ の こ と か ら も、 中 国
人 商 人 が 輸 出 と か か わ る 大 規 模 な 取 引 の 中 心 的 役 割 を 担 っ て い た こ と が 浮 き 彫 り
と な っ た。
　 同 時 期 に 通 達 は 1910 年 「度 量 衡 統 一 を 実 現 さ せ る た め の 方 法」 と 1911 年 に
「各 省 に お け る 度 量 衡 実 態 調 査 依 頼」 に 関 し て 2 回
41
出 さ れ て お り、 法 整 備 と 並 ん
で 実 質 的 な 度 量 衡 統 一 の 実 現 に 向 け て の 模 索 が 続 け ら れ て い る。
　 そ の 後 は 1919 年 に フ ラ ン ス 本 土 で 使 用 す る 度 量 衡 に 関 す る 法 (loi) と デ ク レ が
出 さ れ て い る。 法 に 関 し て は、 重 量、 時 間、 電 力、 気 温、 光 度 に 関 す る 単 位 と そ
の 関 連 事 項 を 定 め た も の で、1919 年 4 月 2 日 に 公 布 さ れ て い る。 イ ン ド シ ナ に
お い て も そ の 法 を 適 用 す る と、1919 年 6 月 19 日 に 総 督 が ア レ テ を 出 し た [JOIF 
1919: 1254]。 一 方 デ ク レ に つ い て は、 幾 何 学、 重 量、 力 学、 時 間、 電 力、 熱、
光 学 と い っ た そ れ ぞ れ の 専 門 分 野 の 度 量 衡 に つ い て 詳 細 に 決 め た も の で、1919
年 4 月 2 日 に 出 さ れ た 上 記 の 法 を 充 足 す る 形 で 同 年 7 月 26 日 に 共 和 国 大 統 領 が
署 名、 公 布 さ れ た。 そ れ を イ ン ド シ ナ に お い て は、 同 年 11 月 28 日、 行 政 機 関
に お い て 適 用 す る ア レ テ が 総 督 か ら 出 さ れ て い る [JOIF 1919: 2351]。 こ の フ ラ ン
ス で の デ ク レ は、 も ち ろ ん 単 位 名 も す べ て フ ラ ン ス 語 表 記 で あ り、 イ ン ド シ ナ に
お け る 現 行 法 と も 内 容 が 合 わ な い た め、 形 式 的 に 公 布 さ れ た も の に す ぎ な い。
　1912 年 以 降、 実 態 の な い 1919 年 の ア レ テ を 除 外 し て 考 え る と、 体 系 的 な 度
量 衡 に 関 す る 法 令 の 公 布 は 見 ら れ な い。
　 一 方 で 通 達 は 1921 年、1927 年、1936 年 に そ れ ぞ れ 「フ ラ ン ス 式 度 量 衡 制 度
41     これら通達解答の分析については関本 [2013: 39-43, 2014: 157-161, 195-209] 参照。　
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へ の ベ ト ナ ム 式 制 度 導 入 の 是 非」、「1911 年 コ ー チ シ ナ に お い て 施 行 さ れ た デ ク
レ の ト ン キ ン で の 実 施」、「各 省 に お け る 度 量 衡 実 態 調 査」 に 関 し て 出 さ れ て お り、
継 続 し て 度 量 衡 統 一 に 向 け 各 省 と の 協 議 が 続 け ら れ て い る
42
。
　1936 年 6 月 6 日 に は、 各 邦 に お い て 度 量 衡 地 方 委 員 会 を 設 置 す る ア レ テ が 総
督 府 に よ っ て 公 布 さ れ て い る が [JOIF 1936: 1732]、 こ れ は 1936 年 の 通 達 で 指 示
さ れ る 各 省 に お け る 度 量 衡 実 態 調 査
43
を 有 効 に 実 施 す る た め に 設 け ら れ た も の で
あ る。
　 個 別 の 単 位 に 関 し て の 法 令 と し て、1943 年 4 月 30 日 に 総 督 府 は 木 材 や 石 炭 の
計 量 の 際、 デ ジ ス テ ー ル (décistère)、 ス テ ー ル (stère) と そ の 倍 量 単 位 を 用 い る こ
と を 義 務 づ け た [JOIF 1943: 1320]。 こ れ が フ ラ ン ス 植 民 地 期 最 後 の 度 量 衡 関 連 法
の 公 布 と な っ た。
　 度 量 衡 制 度 統 一 に 向 け た 通 達 も、1936 年 ま で 断 続 的 に 発 せ ら れ て い る。 ま た、
1936 年 に 出 さ れ た 通 達 の 対 象 も 「連 邦 の 各 邦」 と な っ て い る こ と か ら、 植 民 地
後 期 に 至 る ま で そ の 模 索 が イ ン ド シ ナ 連 邦 全 体 で 続 け ら れ て い た こ と も わ か る。
言 い 換 え れ ば、 法 整 備 上 で は 進 展 し た か に 見 え る 度 量 衡 制 度 の 統 一、 画 一 化 も、
実 際 は 植 民 地 期 後 期 に お い て も 全 国 的 に 統 一 的 な 制 度 を 実 現 す る こ と が で き な
か っ た と い え る。
　 ま た、 フ ラ ン ス が 本 国 で パ リ 科 学 学 士 院 と ナ ポ レ オ ン に よ っ て 導 入 さ れ 失 敗 し
た、 古 い 単 位 と メ ー ト ル 法 を 合 わ せ た 命 名 法 や 折 衷 方 式 と 同 様 の 試 み を、 イ ン ド
シ ナ で も 行 っ て い た こ と も 明 ら か に な っ た。 つ ま り、 メ ー ト ル 法 の 発 祥 の 地 フ ラ
ン ス 本 国 に お い て も 伝 統 的 慣 習 法 か ら メ ー ト ル 法 へ の 度 量 衡 制 度 の 移 行 は 非 常 に
困 難 で あ り、 導 入 す る に あ た り 確 立 さ れ た 方 法 論 が 存 在 し て い な か っ た、 本 国 で
の 経 験 が 生 か せ な か っ た と い う こ と も で き る。
（３）ベトナム民主共和国の度量衡法
　 こ こ で、 植 民 地 以 降、 ベ ト ナ ム に お け る 度 量 衡 の 状 況 に つ い て 若 干 補 足 し て お
き た い。1949 年 12 月 18 日、 経 済 省 大 臣 の フ ァ ン ・ ア イ ン (Phan Anh) は、 ホ ー
チ ミ ン 主 席 に 対 し て、 度 量 衡 の 現 状 を 以 下 の よ う に 述 べ た 上 で、 統 一 的 度 量 衡 実
現 の た め の 制 度 を 要 望 し て い る。
　 　
  現 在、 各 省 に お け る 我 が 国 の 度 量 衡 制 度 は 非 常 に 複 雑 で あ る。 各 計 量 方 法
は 不 十 分 で、唯 一 の も の は な い。 あ る 場 所 で は、メ ー ト ル、キ ロ グ ラ ム と い っ
た 国 際 的 に 認 め ら れ た 方 法 を 適 用 し て い る が、 あ る 場 所 で は 旧 来 の ト ゥ オ ッ
ク ・ タ ー (thước ta)、 カ ン ・ タ ー (cân ta)、 ダ ウ (đấu)、 ト ゥ ン (thùng) な ど の 粗 末
42    これら通達解答の分析については関本 [2010 :30-54, 2013: 43-47, 2014: 161-167, 209-221]
参照。　
43　1936 年の度量衡実態調査については関本 [2010: 40-54, 2014: 209-221] 参照。
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な 方 法 を 使 っ て い る。 各 省、 各 県 そ れ ぞ れ で 統 一 さ れ て い な い。 米 の 計 量 に
10 連 区 (liên khu) で は ノ イ (nồi)、ト ゥ ン (thùng)、ラ ー (là) を 使 い、3 連 区 で は ト ゥ
ン (thùng)、フ ゥ オ ン (phương)、ダ ウ (đấu) を 使 っ て い る。 村 々 に よ っ て も 異 な っ
て お り．．．（中 略）。
こ う し た 状 況 は、 度 量 衡 の 統 一 や 商 業 の 進 展 に 大 き な 障 害 と な る た め、 す
ぐ に 規 定 が 必 要 で あ る （以 下、 略）[Việt Nam Dân Quốc Công Báo 1950(số 1): 7 (tờ 
trình)]。
　
　 つ ま り、1945 年 以 降 も 植 民 地 期 と 同 様 の 状 況 が 続 い て い た こ と が わ か る。 こ
れ を 受 け て、1950 年 1 月 20 日 に、 度 量 衡 に 関 す る 国 家 主 席 令 (sắc lệnh) が 出 さ れ
た [Việt Nam Dân Quốc Công Báo 1950(số 1): 7 (tờ trình)]。 こ の 国 家 主 席 令 は 全 11 条 で 構
成 さ れ て お り、単 位 名 か ら 一 切 の ベ ト ナ ム 慣 習 度 量 衡 単 位 名 （ト ゥ オ ッ ク、マ ウ、
ダ ウ な ど） が 排 除 さ れ て い る。 表 記 は 全 て メ ー ト ル 法 単 位 で、 音 を ベ ト ナ ム 語 表
記 に 合 わ せ た も の （ 例 え ば メ ー ト ル は メ ッ (mét)） が 示 さ れ て い る。 計 量 器 に 関
し て も、 第 4 条 か ら 第 6 条 に か け て 規 定 さ れ て お り、 計 量 検 定 の 条 項 も 罰 金 の
額 も 含 め て 第 7、 第 8 条 で 提 示 さ れ て い る。
　 し か し、 少 な く と も 面 積 単 位 の マ ウ は 現 代 で も 用 い ら れ て お り、 こ う し た メ ー
ト ル 法 に よ る 単 位 系 の 浸 透 は、 植 民 地 期 以 降 で も 時 間 を 要 し、 す ぐ に は 達 成 さ れ
な か っ た。
３．フランスによる度量衡関連法整備の特徴
　 こ こ ま で、 イ ン ド シ ナ に お け る 度 量 衡 関 連 法 整 備 の 過 程 に つ い て み て き た が、
こ こ で 一 度 フ ラ ン ス の 対 植 民 地 政 策、 植 民 地 に 求 め た 役 割 を ま と め、 両 者 を 合 わ
せ て 考 え て み た い。
（１）フランスの対植民地政策
　 フ ラ ン ス の 対 植 民 地 政 策 で 最 も 知 ら れ て い る 概 念 は 「同 化 （主 義、 政 策）」 と
「 協 同 （ 主 義、 政 策 ）」 で あ ろ う
44
。 当 初 フ ラ ン ス は、 植 民 地 を 文 明 化 の イ デ オ ロ
ギ ー と し て と ら え、 植 民 地 住 民 の 「同 化」 を 掲 げ る 直 接 統 治 を 探 っ て き た [ 竹 沢 
2001: 69]。し か し、19 世 紀 末 か ら フ ラ ン ス の 同 化 政 策 の 弊 害 が 認 め ら れ 始 め る [ 太
平 洋 協 会 編 1942: 27]。1892 年 に は、同 化 政 策 の 騎 手 で あ っ た ジ ュ ー ル・フ ェ リ ー
44　「同化（主義、政策）」とは、植民地先住民の固有の言語、文化、生活様式などを植民地本国
のものに同化させようとする政策。「協同（主義、政策）」とは、政治的安定と経済発展が保障
されてきたことを前提条件とし、自発的に植民地本国の理念に賛同し、積極的に関与する現地
の人材を育成していく政策。
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ま で も が 「我 々 は 我 々 の 法 を 公 布 し、 適 用 し て い る。 し か し 10 年 後、 遅 く と も
20 年 後 に は そ れ ら の 法 は 不 毛 と 無 能 に よ り、 乾 い た 木 が 立 ち 枯 れ す る よ う に 死
ん で し ま う だ ろ う」 と 述 べ る に 至 っ た [ 竹 沢 2001: 69/Thobie 1990: 16]。 こ の 時 期
か ら、 フ ラ ン ス は 協 同 主 義 へ と 大 き く 転 換 す る。 こ の 協 同 主 義 で あ る が、 イ ギ リ
ス が 行 っ た 間 接 統 治 と ほ ぼ 変 わ ら な い。 イ ギ リ ス は 功 利 主 義 に 基 づ き、 最 小 の 人
的 ・ 経 済 的 投 資 で 最 大 の 利 益 を 獲 得 す る た め、 植 民 地 に は 間 接 統 治 を 採 用 し て い
た [ 竹 沢 　2001: 69]。 フ ラ ン ス は、 同 化 主 義 の 限 界 を 認 め な が ら も 文 明 化 の イ デ
オ ロ ギ ー を 手 放 す こ と が で き ず、「協 同」 と い う 言 葉 に そ の 妥 協 点 を 求 め た に 過
ぎ な い。
（２）フランスが植民地に求めた役割
　 仏 領 イ ン ド シ ナ 連 邦 が 成 立 し た 前 後 か ら、 本 国 で は 協 同 主 義 の 潮 流 が 主 流 と
な っ た。 そ れ 以 降、 フ ラ ン ス が 植 民 地 に 求 め た 役 割 と は 何 だ っ た の か。1890 年
代 初 め、 一 流 の 植 民 地 政 策 学 者 で あ り、 初 代 の 植 民 地 省 植 民 大 臣 を 務 め た ラ ネ ッ
サ ン (De Lanessan, ア ン ナ ン お よ び ト ン キ ン 特 別 監 査 官 在 任 1891-1894 年 ) は、 植
民 地 は 「本 国 人 民 の 若 干 を 養 う こ と、 本 国 の 生 産 物 を 消 費 す る こ と、 公 共 事 業 に
使 用 さ れ る 公 債 を も っ て 本 国 人 民 を 富 ま し め る こ と [Lanessan 1895: 338-339]」 と
述 べ、 植 民 地 は 商 品 市 場 で あ り、 投 資 市 場 で な け れ ば な ら な い こ と [ 真 保 1981: 
30] を 明 言 し て い る。
　1899 年 ジ ュ ー ル ・ メ リ ー ヌ (Jules Méline) も 「我 々 の 植 民 地 に 顕 著 に な っ て く
る で あ ろ う 産 業 化 の 試 み を あ ら か じ め 阻 む こ と。（中 略） 有 無 を 言 わ さ ず 本 国 の
市 場 と い う 植 民 地 と し て の 本 来 の 任 務 を 遂 行 さ せ る こ と。 本 国 の 産 業 に と っ て、
こ の 市 場 は 特 権 的 に 確 保 さ れ て い る も の な の で あ る [ ヤ コ ノ 　1998: 82]」。 と、
同 様 の 主 張 を 行 っ て い る。
　 つ ま り、 植 民 地 は 本 国 の 工 業 製 品 の 市 場 と し て 維 持 し な が ら、 第 一 次 産 品 の 輸
出 基 地 と し て 育 成 し て い く こ と [ 竹 沢 　2001: 130] が 求 め ら れ た の で あ る。 輸 出
セ ク タ ー の み に 傾 斜 し た 発 展 を 促 し、 そ れ 以 外 の 発 展 は 阻 む と い う ゆ が ん だ 「効
率 化」 が 目 指 さ れ た。 植 民 地 の 人 間 は、 現 地 の 慣 習 体 系 に 委 ね て お き な が ら、 フ
ラ ン ス は そ こ か ら 利 益 を 引 き 出 せ る だ け 引 き 出 す [ 竹 沢 　2001: 129] 構 図 が、も っ
と も フ ラ ン ス に と っ て 都 合 の い い も の だ っ た の で あ る。
（３）インドシナにおける政策と度量衡法の整備
　 コ ー チ シ ナ に お け る 統 治 政 策 は、フ ラ ン ス に よ る コ ー チ シ ナ 東 部 3 省 の 占 領 か
ら 初 代 文 官 総 督 ル・ミ ル・ド・ヴ ィ レ の 起 用 ま で、1861 年 か ら 1879 年 の 18 年 間、
軍 政 が 敷 か れ て い た。 ア ル ジ ェ リ ア 統 治 の 経 験 者 で も あ っ た ヴ ィ レ は、 本 国 の 同
化 政 策 基 調 の 時 代 背 景 を 受 け て、 同 化 政 策 の 代 表 的 人 物 と 考 え ら れ て い る。 し か
し 実 際 は 軍 政 下 の コ ー チ シ ナ を よ り 民 主 的 制 度 へ 置 き 換 え る た め に 起 用 さ れ、 現
地 の 情 勢 に 対 し て 融 通 の あ る 態 度 を 示 し て い る [ 太 平 洋 協 会 編 　1942: 29]。
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　 イ ン ド シ ナ の 協 同 主 義 へ の 本 格 的 移 行 は、1886 年 ア ン ナ ン お よ び ト ン キ ン の
理 事 長 官 に 任 命 さ れ た ポ ー ル ・ ベ ー ル に よ っ て 実 行 に 移 さ れ る。 そ の 後、 植 民 地
政 策 に 明 る い ド ・ ラ ネ ッ サ ン に よ っ て、 さ ら に フ ラ ン ス 流 同 化 主 義 政 策 が 果 敢 に
変 更 さ れ、 イ ン ド シ ナ 植 民 地 に 財 政 自 治 を 確 立 し た [ 真 保 　1982: 42]。
　 大 規 模 な 改 革 を 行 い、 イ ン ド シ ナ 財 政 を 確 立 し、 フ ラ ン ス 本 国 か ら 自 立 せ し め
る と と も に、 イ ン ド シ ナ 総 督 が 極 東 に お け る 共 和 国 政 府 大 統 領 の 実 質 的 代 権 者 と
し て の 地 位 を 築 き 上 げ た ポ ー ル ・ ド ゥ メ ー ル 総 督 に よ っ て、 一 旦 協 同 主 義 か ら 同
化 主 義 へ と 戻 さ れ る [ 真 保 　1982: 47]。 そ の 後 は 基 本 的 に 協 同 主 義 の 政 策 が 継 続
し て 採 用 さ れ て い く。 そ の 中 で も も っ と も 評 価 が 高 い の は、 ア ル ベ ー ル ・ サ ロ ー
総 督 に よ る 統 治 で あ ろ う。
　 フ ラ ン ス 本 国、 お よ び イ ン ド シ ナ に お け る 政 策 の 大 き な 流 れ を 概 観 し た と こ ろ
で、 改 め て 度 量 衡 関 連 法 の 整 備 過 程 を 振 り 返 っ て み る。
　 コ ー チ シ ナ に お け る 度 量 衡 法 は、 第 1 次 サ イ ゴ ン 条 約 締 結 の 翌 年、1863 年 に
出 さ れ て お り、 非 常 に 早 い 段 階 か ら 度 量 衡 へ の 関 心 が 示 さ れ て い た。 統 治 上 最 重
要 な 面 積 単 位 は 早 く か ら ヘ ク タ ー ル が 導 入 さ れ て お り、 さ ら に、 計 量 検 定 な ど 度
量 衡 周 辺 の 幅 広 い 分 野 に ま で 詳 細 な 規 定 が 盛 り 込 ま れ た 法 令 も 1882 年 に は 成 立
し て い た。 特 徴 的 な の は、 法 の 施 行 範 囲 が 商 業 上 最 も 栄 え て い た 地 域、 中 心 的 地
域 に 限 定 さ れ て お り、 容 積 単 位 に は 慣 習 的 単 位 を 残 す な ど、 強 制 的、 画 一 的 法 整
備 で は な く、 実 現 可 能 な 地 域 や 方 法 の 選 択 が 合 理 的 に 行 わ れ て い た 点 で あ る。 ま
た、 ベ ト ナ ム 度 量 衡 法 令 史 上 重 要 と な る ア レ テ や 特 別 委 員 会 の 設 置、 計 量 検 定 の
税 額 の 確 定 は す べ て 初 代 文 官 総 督 ル ・ ミ ル ・ ド ・ ヴ ィ レ の 在 任 中 に 行 わ れ た こ と
も 明 ら か と な っ た。
　 つ ま り、 仏 領 イ ン ド シ ナ 連 邦 成 立 前 の 度 量 衡 法 整 備 に 関 し て は、 軍 政、 同 化 主
義、 協 同 主 義 と い っ た 政 策 に 大 き く 影 響 を 受 け る こ と な く、 現 実 的 に 実 行 可 能 な
方 法 が 柔 軟 に 考 え ら れ て い た こ と が 読 み 取 れ る。
　 仏 領 イ ン ド シ ナ 連 邦 が 成 立 し た 1887 年 以 降 の イ ン ド シ ナ 総 督 府 に よ る 度 量 衡
統 一 は、 イ ン ド シ ナ 連 邦 の 植 民 地 支 配 を 完 成 さ せ、 ま た 独 自 の 政 策 を 実 行 し た こ
と で 有 名 な ポ ー ル ・ ド ゥ メ ー ル 総 督 と ア ル ベ ー ル ・ サ ロ ー 総 督 と に 関 係 し て 行 わ
れ た。 北 部 地 域 に お い て ポ ー ル ・ ド ゥ メ ー ル 総 督 在 任 1 年 目 の 1897 年 に 最 初 に
定 め ら れ た 度 量 衡 法 は、土 地 の 測 量 に 関 す る 単 位、長 さ と 面 積 に 関 す る も の で あ っ
た。
　 そ の 後、 容 積 単 位、 重 量 単 位、 計 量 器 製 造、 計 量 検 定 に ま で 備 え た 体 系 的 な 全
20 条 に 及 ぶ ア レ テ は、1903 年 に 公 布 さ れ た。 し か し、 イ ン ド シ ナ 連 邦 全 域 を 対
象 と し た の は 計 量 単 位 系 と 計 量 器 に 関 係 す る 第 1 か ら 第 5 条 ま で で あ り、 そ れ
以 外 の 計 量 検 定 に 関 す る 条 項 は コ ー チ シ ナ で の み 適 用 さ れ た。 つ ま り、 仏 領 イ ン
ド シ ナ 連 邦 に お い て は、 コ ー チ シ ナ 以 外 の 地 域 で は ま ず 各 計 量 単 位 名、 計 量 器 に
つ い て の 理 解 が 目 指 さ れ て お り、 計 量 検 定 を 行 う ま で に は 時 期 尚 早 で あ る と 判 断
さ れ て い た と い え る。 こ の 1903 年 の ア レ テ は、 コ ー チ シ ナ で 1905 年 と 1909 年
東京女子大学　経済研究　第 5号　2017
32
に 2 回 に わ た っ て 条 文 の 追 加・修 正 が 行 わ れ て お り、 あ る 程 度 コ ー チ シ ナ に お い
て は 条 文 の 内 容 を 機 能 さ せ よ う と し て い た こ と が 読 み 取 れ る。
　 さ ら に、1911 年 に コ ー チ シ ナ に 限 っ て フ ラ ン ス 共 和 国 大 統 領 に よ っ て 署 名 さ
れ た デ ク レ が 公 布 さ れ、 一 見 す る と コ ー チ シ ナ に お け る 度 量 衡 法 は 確 実 に 礎 を 築
い た か に 見 え る。 し か し 実 際 は、 こ の デ ク レ の 内 容 は 1903 年 の ア レ テ の 内 容 を
ほ ぼ 踏 襲 す る に と ど ま り、2 回 の 条 文 の 追 加、 修 正 は 一 切 反 映 さ れ て い な い。 こ
の 事 例 か ら、 法 整 備 は 実 情 に 則 し た も の で は な く、 直 轄 領 で あ る コ ー チ シ ナ は 度
量 衡 の メ ー ト ル 化 が 順 調 で あ る こ と の 対 外 的 ア ピ ー ル の 手 段 と し て 行 わ れ て い た
可 能 性 も 示 唆 さ れ る。
　 上 記 を ま と め る と、 仏 領 イ ン ド シ ナ 連 邦 成 立 後 の イ ン ド シ ナ で は、 同 化 主 義、
協 同 主 義 と い っ た 概 念 に と ら わ れ る こ と な く、 イ ン ド シ ナ 統 治 上 の 代 表 的 な 人 物
が 主 導 し、 現 実 に 即 応 し た 度 量 衡 法 整 備 を 行 っ て い た。 さ ら に、 フ ラ ン ス 式 制 度
を そ の ま ま 適 用 す る の で は な く、 現 地 の 事 情 も か ん が み、 段 階 的 に 導 入 が 目 指 さ
れ て い た こ と も 読 み 取 れ る。 そ の 上 で、 対 外 的 で 形 式 的 な 法 律 の 公 布 も 観 察 さ れ
た。
（４）度量衡法の側面から考えるフランスの対インドシナ植民地経営
　 体 系 的 な 度 量 衡 法 の 公 布 は、1911 年 を 最 後 に み ら れ な く な る。 し か し、 イ ン
ド シ ナ の 度 量 衡 統 一 が こ れ を も っ て 完 成 さ れ た と い う わ け で は な い。 先 に も 述 べ
た よ う に、 ベ ト ナ ム の 度 量 衡 制 度 は 独 立 後 も 統 一 で き て い な か っ た の で あ る。
　 で は、 度 量 衡 の 統 一 は ど こ ま で 実 現 さ せ る こ と が で き た の か、 あ る い は ど こ で
実 現 で き な か っ た の か。 フ ラ ン ス 側 は ど こ ま で メ ー ト ル 法 を 普 及 さ せ る こ と を 目
指 し た の か。
　 先 に 述 べ た よ う に、 ポ ー ル ・ ド ゥ メ ー ル の 総 督 就 任 か ら 一 年 目 に 出 さ れ た 度
量 衡 に 関 す る 法 令 は、 長 さ と 面 積 単 位 で あ っ た。 面 積 の 測 量 と い う 徴 税 に か か
わ る 重 要 な 単 位 を、 最 も 早 く 統 一 さ せ よ う と し た こ と に な る。 こ の 面 積 単 位 は、
1865 年 に ヘ ク タ ー ル の 使 用 が 強 制 さ れ た コ ー チ シ ナ で は ヘ ク タ ー ル と い っ た
メ ー ト ル 法 に よ る も の が 比 較 的 早 く 浸 透 し た [ 関 本 　2014: 98-99]。 一 方 で、 ト
ン キ ン で は 1901 年、1911 年 両 時 点 で マ ウ と い う 伝 統 的 な 単 位 が 一 般 的 で あ っ た。
そ の 換 算 値 は 公 式 の マ ウ は 3600㎡ で あ り、 ほ ぼ 統 一 さ れ て い た こ と が 確 認 で き
て い る [ 関 本 2014: 182, 201]。
　 徴 税 に 関 連 し て も う 一 つ 例 を 挙 げ る と、1892 年 に 塩 に も 税 が か け ら れ [Hồ Tuấn 
Dung 2003]、 そ れ に 伴 い 塩 の 新 計 量 制 度 が 導 入 さ れ 問 題 な く 普 及 し た と の 報 告 も
1910 年 に 見 ら れ た [ 関 本 2013: 40-41, 2014: 158-159]。 つ ま り、 徴 税 に か か わ る
と こ ろ で 役 人 が 新 し い 制 度 を 知 っ て い れ ば そ れ で よ か っ た、 そ れ 以 外 の 単 位 の 統
一 は 大 き な 関 心 を 払 わ な か っ た、 と い う 状 況 が 浮 か び 上 が っ て く る。
　 こ れ ま で の 研 究 で、 メ ー ト ル 法 の 使 用 は 外 国 や 行 政 の 関 係 す る 所 で の み 使 用 さ
れ、 そ れ 以 外 で は 普 及 が 見 ら れ な い 状 況 が 長 く 続 い て い た が、 そ れ ら が 問 題 な く
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共 存 し て い た 事 実 が 確 認 さ れ て い る。 例 え ば、1898 年 の 時 点 で、中 国 人、ヨ ー ロ ッ
パ 人 と の 商 い が あ る ベ ト ナ ム 人 商 人 の 大 部 分 は、 既 に フ ラ ン ス 式 度 量 衡 を 知 っ て
い る、 と の 報 告 が 見 ら れ た [ 関 本 2014: 151-153]。 一 方 で、 ベ ト ナ ム 人 同 士 の 商
取 引 に お い て は、 現 地 の 度 量 衡 制 度 が 何 の 支 障 も な く 存 続 し て い た こ と も 指 摘 さ
れ て い る [ 関 本 2014: 154]。 こ れ ら の 報 告 か ら、1898 年 の 時 点 で す で に 明 確 に 棲
み 分 け が 行 わ れ て お り、 二 重 構 造 の 様 相 を 呈 し て い た こ と が わ か る。
　1910 年 の 事 例 で は、 外 国 と 取 引 の あ る と こ ろ、 行 政、 政 府 の 物 資 調 達 ・ 供 給、
工 事 関 係 者 に よ っ て、 ま た 鉄 道 で の 荷 物 の 計 量 に お い て も メ ー ト ル 法 が 使 わ れ て
い た [ 関 本 2013: 40, 42, 2014: 158, 160]。 こ れ は、 フ ラ ン ス の 物 資 調 達 や 貿 易 に
関 係 す る と こ ろ で 度 量 衡 の 問 題 が 起 き な け れ ば、 あ と は 現 地 の 慣 習 体 系 に 委 ね て
お け ば い い、 と い う 協 同 主 義 の や り 方 と 考 え る こ と が で き る。
　 ベ ト ナ ム に お け る フ ラ ン ス 近 代 法 導 入 に 関 し て、 土 地 法、 村 落 統 治 法、 慣 習 法
の 立 法 化 に つ い て 分 析 し た 高 田 は、「フ ラ ン ス 近 代 法 は 西 洋 近 代 社 会 が 生 み 出 し
た 方 概 念 や 体 系 を 書 い た ま ま 適 用 さ れ、 植 民 地 統 治 に 都 合 の よ い も の だ け が 限 定
的 に 導 入 さ れ た に 過 ぎ な い [ 高 田  2003: 18, 2014: 34]」 と 指 摘 し て い る。
　 し か し 一 方 で、 度 量 衡 を 統 一 さ せ よ う と す る 模 索 は 植 民 地 期 後 期 に 至 っ て も 続
け ら れ て い た。 そ の 中 で、 統 一 的 度 量 衡 を 適 用 す る 対 象 と し て、 外 国 人、 外 国 と
取 引 の あ る ベ ト ナ ム 人、 一 般 の ベ ト ナ ム 人、 少 数 民 族 の ど こ ま で を 範 囲 と す る の
か、 地 域 と し て 都 市 部、 デ ル タ、 高 原、 山 岳 部 の ど の 地 域 で 適 用 し て い く の か、
何 度 も 総 督 府、 理 事 長 官、 各 省 の 理 事 官 の 間 で や り 取 り が 交 わ さ れ て い る [ 関 本 
2014: 145-223]。 植 民 地 政 府 側 が、 メ ー ト ル 法 が 外 国 人 の か か わ る 範 囲 で 順 調 に
普 及 し て い た こ と を 知 っ た 上 で、 さ ら に 一 般 の 民 衆 に ま で そ の 範 囲 を 広 げ よ う と
し て い る こ と は 見 逃 せ な い 事 実 で あ る。
　 功 利 主 義 の 伝 統 を も つ イ ギ リ ス が 「間 接 統 治」 を 採 用 し、 第 二 次 世 界 大 戦 終 了
後 い ち は や く 植 民 地 を 手 放 し た の に 対 し、 フ ラ ン ス は 脱 植 民 地 化 が 困 難 で あ っ た
[ 竹 沢 　2001: 69]。 そ れ は 最 後 ま で 文 明 化 の イ デ オ ロ ギ ー を お ろ す こ と が で き な
か っ た 現 れ で あ り、 度 量 衡 統 一 に 向 け た こ の 模 索 は、 そ の 一 つ の 事 例 と い え る の
で は な い か。
　 度 量 衡 が 統 一 さ れ な か っ た 要 因 に つ い て ま と め る と、以 下 の 2 点 に 集 約 で き る。
第 一 に、 植 民 地 政 権 側 は 徴 税 や 貿 易 な ど、 必 要 な 部 分 で の み 度 量 衡 が 統 一 さ れ て
い れ ば よ か っ た。 長 期 的 に 安 定 し た 開 発、 あ る い は 収 奪 を 目 指 す の で あ れ ば、 イ
ン ド シ ナ 全 体 で の 発 展 を 目 指 す 必 要 が あ る。 し か し フ ラ ン ス は、 当 面 の 利 益 の み
を 最 優 先 さ せ る、 ゆ が ん だ 「効 率 化」 を 推 し 進 め た。 そ の た め 時 間、 労 力、 資 金
が か か る 全 面 的 な 度 量 衡 の 統 一 は 積 極 的 に 実 現 さ せ よ う と し な か っ た。
　 そ の 一 方 で、 第 二 に、 文 明 化 の 使 命 を 持 つ 植 民 地 経 営 の 一 側 面 も 最 後 ま で 手 放
す こ と が で き な か っ た。 そ の 結 果、 村 落 レ ベ ル を 含 め た 全 国 的 度 量 衡 の 統 一 の 試
み は、 絶 え る こ と な く 続 け ら れ、 膨 大 な 行 政 文 書 の や り 取 り が 残 さ れ た。 し か
し、 植 民 地 期 を 通 じ て、 誰 も 何 も 積 極 的 に 行 動 を 起 こ し て い な い。 こ こ か ら、 実
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際 は 誰 も 責 任 を 取 り た く な か っ た と い う 官 僚 主 義 も 垣 間 見 る こ と が で き る [ 関 本 
2013: 50-51]。
おわりに
　 本 稿 の 課 題 は、 ① 度 ・ 量 ・ 衡 （長 さ、 容 積、 重 さ） の 単 位 そ れ ぞ れ の、 統 一 が
目 指 さ れ た 時 期、 経 過、 目 的 を 明 ら か に す る こ と、 そ の 上 で、 ② 社 会・経 済 構 造、
③ フ ラ ン ス の 対 イ ン ド シ ナ 植 民 地 政 策、の 2 点 に つ い て も 度 量 衡 の 視 点 か ら 捉 え
直 す こ と、 で あ っ た。
　 ま ず、植 民 地 に お け る 度 量 衡 の 法 整 備 の 特 徴 に つ い て ま と め た い。 第 1 に 直 轄
領 で あ る コ ー チ シ ナ と 保 護 国 （ア ン ナ ン、 ト ン キ ン） で は、 度 量 衡 関 連 法 の 内 容
も 公 布 の 時 期 も 大 き く 異 な っ て い た こ と が 挙 げ ら れ る。 最 初 に 着 手 さ れ た の は、
植 民 地 開 発 の 基 盤 と な っ た 長 さ、 面 積 単 位 で あ り、 そ の 後 徐 々 に 他 の 単 位、 計 量
器 の 統 一 が 目 指 さ れ た。
　 第 2 に、 度 量 衡 関 連 法 は イ ン ド シ ナ 統 治 に お い て 代 表 的 と さ れ る 3 人 の 総 督
（ル・ミ ル・ヴ ィ レ コ ー チ シ ナ 総 督、 ポ ー ル・ド ゥ メ ー ル 総 督、 ア ル ベ ー ル・サ ロ ー
総 督） と 関 係 し て 行 わ れ て い た。 当 時 の 本 国 側 の 政 策 （同 化 や 協 同） に 影 響 さ れ
る こ と な く、 実 現 可 能 な 現 実 性 の 高 い 法 令 が 整 備 さ れ て い っ た。
　 第 3 に、 メ ー ト ル 法 の 普 及 は、 徴 税 に か か わ る 単 位 （面 積、 長 さ） と、 本 国 の
市 場 と し て の 役 割 を 果 た す に 十 分 な 領 域 （貿 易、 行 政 な ど） で は 実 現 し た 反 面、
一 般 に ま で 浸 透 さ せ る こ と は 叶 わ な か っ た。
　 社 会 ・ 経 済 構 造 と フ ラ ン ス の 対 イ ン ド シ ナ 植 民 地 政 策 に つ い て は、 度 量 衡 の 視
点 か ら 次 の 3 点 が 指 摘 で き た。
　 第 1 に、 度 量 衡 の 統 一 が フ ラ ン ス 本 国 の 利 益 に 関 係 す る と こ ろ で の み 実 現 し、
そ れ 以 上 の 法 令 の 公 布 や 強 制 的 措 置 が 取 ら れ な か っ た こ と か ら、 フ ラ ン ス の 利 益
優 先 の ゆ が ん だ 「効 率 的」「合 理 的」 間 接 統 治 の 姿 が 浮 き 彫 り と な っ た。
　 第 2 に、 植 民 地 後 期 に 至 っ て も 一 般 社 会、 民 衆 に 対 し て の 度 量 衡 統 一 の 議 論 は
活 発 に 行 わ れ 続 け て い た。 こ れ は 文 明 化 の イ デ オ ロ ギ ー に 強 く 彩 ら れ た 「協 同」
を 掲 げ る フ ラ ン ス の 統 治 の 一 面 と 見 る こ と も で き る。
　 第 3 に、 フ ラ ン ス 本 国 の 利 益 に か か わ る 領 域 で の み 度 量 衡 が 統 一 さ れ、 そ れ
以 外 は 植 民 地 期 後 半 に 至 っ て も 独 自 の 慣 習 を 守 っ て い た こ と か ら、 ベ ト ナ ム の 社
会 ・ 経 済 は 二 重 経 済 構 造、 あ る い は 役 割 分 担 に よ る 棲 み 分 け が 見 事 に 成 立 し て い
た こ と が う か が え た。
　 フ ラ ン ス 側 の 「効 率 化」 と 「文 明 化」 の 葛 藤 を よ そ に、 ベ ト ナ ム で は 各 地 に お
け る 慣 習 的 計 量 法 と フ ラ ン ス に よ る 法 が、 問 題 な く、 見 事 に 共 存 し て い る 空 間 で
あ っ た。 そ れ は 阮 朝 嘉 隆 帝、 明 命 帝 の 時 代 に 見 ら れ た 「ゆ る い」 統 一 を 彷 彿 と さ
せ る も の で も あ っ た。
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[ 付 記 ] 本 稿 は、2014 年 提 出 の 博 士 論 文 『植 民 地 期 ベ ト ナ ム の 度 量 衡 制 度 に み る
地 域 的 多 様 性 と 植 民 地 統 治 』（ 東 京 外 国 語 大 学 ） 第 1 章 「 度 量 衡 関 連 法 の 整 備 」
の 第 2 節 「阮 朝 （1802-1945 年） お よ び 第 3 節 「フ ラ ン ス 植 民 地 政 権 に よ る 度 量
衡 関 連 法」 を 加 筆、 修 正 し た も の で あ る。
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The socioeconomic structure and French colonial policy
in Vietnam during the Colonial period: 
an analysis from legislation of weights and measures
SEKIMOTO, Noriko
     The Vietnamese system of weights and measures had never been unified through the 
French colonial period. 
     This paper puts its focus on laws related to the weights and measures in the Vietnamese 
colonial age in order to clarify:
1. The process of the development of the laws and ordinances about weights and measures.
2. The reason that weights and measures system could not be unified.
        Moreover, we reexamined: 
3. The social and economic structure of Vietnam
4. French colonial policy in Vietnam
     By investigating through No.1 and No.2 as mentioned above and also examining from 
the results of our study so far.
     The conclusions of importance to this paper are as follows:
A. There are significant differences about the laws and the time of promulgation between 
the protectorates and the territory under direct control in Vietnam.
B. The reason for un-unification of weights and measures can be explained: The use of 
metric system was only needed in areas and fields where French colonial government 
required such as trade commerce and tax collection.
C. It is clear that the social and economic structure in Vietnam was obviously divided into a 
dual structure (export-sector and self-sustenance sector) which is common in each country 
in Southeast Asia at this period so that people didn’t have much trouble between each 
sector and each area regarding un-unification of weights and measures.
D. Concerning the French colonial policy to Vietnam, French colonial government could not 
give up the ‘cooperatism’ so that they struggled to unify weights and measures throughout 
the whole Indochine until the end of colonial period despite the no great demand to unify in 
the self-sustenance sectors.
     It can be seen that the approach from the weights and measures system can serve as 
useful framework for re-building and re-examining concretely general concepts such as 
colonial policy, the social and economic structure and so on. 
Keyword : Vietnam under French colonial rule, weights and measures, French colonial 
policy, Socioeconomic structure
